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■表１　コミュニティバス利用者数人

①みやんじょ巡回バス線

②登尾線

③泊野線

④市野・紫尾線

⑤すこやかバス線

合　計

路線名
運行収益① 運行費用② 収支①ｰ② 経常収支率 補助額(千円)

1人当りの
補助額(円)

運行収支（千円） 町補助額

314

489

1,295

82

779

2,959

17.9％

12.1％

40.2％

4.7％

10.1％

16.0％

1,752

4,030

3,219

1,741

7,722

18,464

1,438

3,541

1,924

1,659

6,943

15,505

915

1,294

532

4,424

1,782

1,271

▲1,438

▲3,541

▲1,924

▲1,659

▲6,943

▲15,505

※みやんじょ巡回バス線と登尾線、泊野線と市野・紫尾線は、同じ車両と運転手で運行
しているため、運行費用については、走行距離で按分しています。

■表２　平成２２年度コミュニティバス運行収支状況

■

■

■

■

■

すこやかバス線

泊野線

登尾線

市野・紫尾線

みやんじょ巡回バス線

■表紙の写真説明

10月号　目 次

２　新しい公共交通がスタート
　　します(さつま乗合タクシー)

10　あなたの税金が暮らしを
　　支えます 

８　こども図書館がオープン

12　かごしまの教育
　　県民週間のお知らせ

22　がんばれ！スポーツ少年団

24　行政相談週間ほか

14　まちのニュース

23　川内川激特
　　鶴田ダム再開発速報

19　財政健全化指数のお知らせ

20　町内企業ボランティアで活躍
　　ほか

27　がんばれ認定農業者

28　農産加工グループの紹介

25　くらしの情報

30　人・夢
　　休日在宅医・薬局

29　誕生・おくやみ
　　１歳で～す

田の神の紹介をする柊野小児童

９月23日、柊野小学校周辺を中心
に、第13回柊野ひがん花祭りが開
催されました。晴天に恵まれた会
場では、地元、柊野小学校児童も
大活躍！散策に訪れる参加者に田
の神、金明竹、仏飯講などの説明
を行いました。

金明竹を紹介する児童

仏飯講を紹介する児童

２広報さつま３ 広報さつま

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
取
り
巻
く
交
通

事
情
の
変
化
か
ら
、
昨
年
、
さ
つ
ま
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
が
組
織
さ
れ
本
町
の
公
共
交
通
体
系
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
「
総
合
連
携
計
画
書
」
を
策
定
し
、
今
後
こ
れ
に

沿
っ
た
運
行
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
11
月
１
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

が
運
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
や
新
興
住
宅
地
を
先
行
し
て
、

本
町
で
は
初
め
て
の
事
前
予
約
型
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
現
状

■新しい公共交通がスタートします

　
町
内
に
は
、
民
間
の
バ
ス
会
社

が
運
営
す
る
バ
ス
路
線
と
、
さ
つ

ま
町
が
民
間
の
バ
ス
会
社
に
運
行

を
委
託
し
て
運
営
す
る
バ
ス
路
線

の
ニ
つ
の
系
統
が
運
行
し
て
い
ま

す
。

　
町
が
委
託
し
運
行
す
る
路
線
は
、

す
こ
や
か
バ
ス
線
、
み
や
ん
じ
ょ

巡
回
バ
ス
線
、
登
尾
線
、
泊
野
線
、

市
野
・
紫
尾
線
の
五
つ
の
系
統
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
バ
ス
路
線
は
、
そ
れ

ぞ
れ
旧
町
の
時
に
、
町
内
の
交
通

空
白
地
を
解
消
す
る
た
め
運
行
さ

れ
た
路
線
や
、
民
間
バ
ス
会
社
の

運
行
廃
止
に
伴
い
そ
の
廃
止
代
替

路
線
と
し
て
引
き
続
き
町
が
運
行

し
て
い
る
バ
ス
路
線
で
す
。

　
今
こ
う
し
た
バ
ス
路
線
は
、
利

用
者
が
少
し
ず
つ
減
少
し
て
き
て

い
ま
す
。
車
社
会
の
発
達
に
よ
り

バ
ス
利
用
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
、

人
口
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
、

バ
ス
便
数
が
少
な
く
利
用
に
不
便

で
あ
る
、
自
宅
か
ら
停
留
所
が
遠

い
な
ど
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
過
去
、
５
年
間
に
お
け
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
者
状
況
は

表
１
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
22
年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行
経
費
を
見
て
み
る

と
、
総
額
１
８
，
４
６
４
千
円
の

経
費
を
要
し
て
お
り
、
運
賃
収
入

か
ら
差
し
引
い
た
赤
字
額
１
５
，

５
０
５
千
円
を
町
が
負
担
し
て
い

ま
す
。
こ
の
額
は
、
年
々
増
加
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
う
し
た
町
補
助
金

額
を
抑
制
し
つ
つ
、
利
便
性
の
向

上
と
、
利
用
者
の
増
加
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
運
行
収
支
状
況
は
、
表
２
の
と

お
り
で
す
。

新
し
い
公
共
交
通
が

　
　
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

新
し
い
公
共
交
通
が

　
　
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

さ
つ
ま
町
乗
合
タ
ク
シ
ー

さ
つ
ま
町
乗
合
タ
ク
シ
ー

11月１日11月１日



利用内容

運行開始日

内　　容

平成23年11月１日から毎週月・水・金曜日、ただし、祝祭日及び
年末年始（12月29日～1月３日）は運休日

運行便 １日６便（片道３便）※ただし、予約があった場合のみ運行します。

運行路線 大俣線、上下大迫線、上場・大平線、下湯田線、佐志ﾆｭｰﾀｳﾝ線

利用料金 大人２００円、中学生以下１００円（保護者同伴の乳幼児は無料）

予約方法

予約先

利用したい運行便の１時間前に予約ください。
なお、第１便を利用される方は、必ず前日までに予約してください。
予約時間は、午前７時から午後６時までです。
予約の際は、必ず名前、自宅の電話番号、利用する路線名、
利用する便、最寄の停留所、行き先を指定してください。

大俣線、上下大迫線、上場・大平線　→　鶴田タクシー　59-2121
下湯田線　　　　　　　　　　　　　→　神園タクシー　53-3131
佐志ニュータウン線　　　　　　　　→　みやこタクシー53-1135
路線によって予約先が異なりますのでご注意ください。

４広報さつま５ 広報さつま

　
さ
つ
ま
町
は
、
昨
年
度
「
さ
つ
ま
町
地
域

公
共
交
通
活
性
化
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
具
体
的
な
運
行
実
態
や
住
民

の
要
望
を
把
握
し
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
一
つ
に
は
、
本
町
が
合
併
後

も
、
従
前
の
運
行
を
継
続
し
て
い
る
た
め
、

運
賃
格
差
が
生
じ
た
り
、
乗
り
継
ぎ
に
配
慮

し
た
運
行
時
刻
に
な
っ
て
お
ら
ず
不
便
さ
が

あ
り
ま
し
た
。

　
二
つ
に
は
、
少
子
高
齢
社
会
に
よ
り
利
用

者
も
減
少
し
、
効
率
の
悪
い
運
行
が
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
乗
降
調
査
の
結
果
で
は
、
ま

っ
た
く
利
用
さ
れ
て
い
な
い
停
留
所
等
も
あ

り
ま
し
た
。

　
三
つ
に
は
、
町
内
に
多
く
の
交
通
空
白
地

が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
、

可
能
な
限
り
空
白
地
の
解
消
を
検
討
す
る
必

要
が
出
て
き
ま
し
た
。
な
お
、
町
内
交
通
空

白
地
の
状
況
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

　
四
つ
に
は
、
新
た
な
公
共
交
通
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
高
齢
者
の
安
全
運
転

確
保
の
た
め
、
警
察
署
で
は
高
齢
者
の
免
許

返
納
を
推
進
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
交
通
手

段
の
な
い
方
々
か
ら
、
公
共
交
通
の
利
用
要

望
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
運
行
に
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
を
加
え
、

町
内
の
交
通
体
系
を
大
き
く
見
直
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
主
な
改
善
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
者
数

や
交
通
空
白
地
に
配
慮
し
、
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
運
行
形
態
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
や
、
事
前
予
約
型
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

実
証
運
行
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
す
る
地
域
に

お
い
て
は
、
便
数
を
増
や
し
も
っ
と
利
用
し

や
す
く
し
、
交
通
空
白
地
で
あ
っ
た
地
域
に

も
試
験
的
に
運
行
し
、
交
通
空
白
の
解
消
に

努
め
ま
す
。
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る
地

域
に
お
い
て
は
、
空
バ
ス
発
生
の
解
消
に
努

め
効
率
性
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
利
用
促
進
策

に
と
し
て
、
乗
り
継
ぎ
時
刻
に
配
慮
し
た
運

行
時
刻
を
設
定
し
た
り
、
医
療
機
関
と
の
連

携
、
待
合
所
の
設
置
等
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
計
画
は
、
表
４
の
と
お
り
で
す
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

　
　
町
民
の
方
に
聞
き
ま
し
た

谷山イヅ子 さん

鶴田区 大平公民会

平野 成夫 さん

民生委員

(田原、あながわ担当)

助かります！
　　利用してみたい 

運行開始後も
　　　　十分な検証を

　公民会長さんから、

乗合タクシーのお話を

聞いたとき、「利用し

てみたい」と思いまし

た。

　私の交通手段は農耕

運搬車が主で、買い物

などに行く時などは虎

居地区に住む息子など

に連絡をして連れて行

ってもらっています。

　たまには仕事の都合

などで時間が合わない

時もありますので、乗

合タクシーの運行が始

まったら、利用してみ

たいと思います。

　私の担当している地区で

は、お年寄りの交通手段は

タクシーか電動カーが主な

ようです。

　電動カーでは長い距離の

移動は難しいので、今回の

乗合タクシー運行は助かる

と思います。

　制度の説明を受けてから、

敬老会や安否確認の際に地

域の方には分かる範囲で説

明しました。

　通常のタクシーと違う点

があるので、よく周知をし

てもらい、実際に運行を開

始した後、どのような不都

合な点が生じるのかを確認

して、対応をしてもらえれ

ばと思います。

※距離が1,000ｍ以上の公民会名を記載している

※各公民会の位置は、集会所付近などを任意で設定している

さつま町の各公民会からバス停までの距離は、以下のようになっており、
14の公民会が1,000ｍを超え、交通空白地となっている。
また、同公民会以外にも、定住促進住宅など一部の新興住宅地において、
バスの運行がなく、新たに交通空白地が発生している。

■表３　公民会からバス停までの距離●
電
話
予
約
が
必
要
で
す

　
利
用
す
る
場
合
は
、
運
行
事
業
者
に
必
ず
電

話
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
通
常
の
タ
ク

シ
ー
と
異
な
り
、
運
行
さ
れ
る
曜
日
、
運
行
時

刻
、
運
行
す
る
路
線
、
行
き
先
が
あ
ら
か
じ
め

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
確
認
の
う

え
、
電
話
で
お
名
前
、
利
用
し
た
い
路
線
と
便

数
、
行
き
先
等
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
予
約
は
、
利
用
し
た
い
運
行
便
の
１
時
間
前

ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
各
路

線
の
第
１
便
を
利
用
希
望
の
方
に
つ
い
て
は
、

前
日
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
予
約
が
完

了
し
ま
す
と
、
指
定
さ
れ
た
停
留
所
と
時
刻
に

乗
合
タ
ク
シ
ー
が
迎
え
に
き
ま
す
。

●
乗
車
料
金
は
１
回
２
０
０
円
か
ら

　
料
金
は
、
１
回
の
乗
降
に
つ
き
、
大
人
２
０

０
円
、
中
学
生
以
下
１
０
０
円
（
た
だ
し
、
保

護
者
同
伴
の
乳
幼
児
は
無
料
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
利
用
上
の
注
意
点
は

〔
目
的
地
は
共
通
運
行
ル
ー
ト
で
す
〕

　
行
き
先
（
目
的
地
）
に
は
、
学
校
、
病
院
、

役
場
、
公
共
施
設
、
金
融
機
関
、
商
店
街
、
温

泉
地
等
を
設
定
し
て
あ
り
ま
す
。
７
ペ
ー
ジ
の

運
行
時
刻
表
で
は
、
到
着
地
を
鶴
田
支
所
、
宮

之
城
駅
と
記
載
し
て
あ
り
ま
す
が
、
目
的
に
合

わ
せ
学
校
や
病
院
、
商
店
街
な
ど
、
自
分
が
行

き
た
い
到
着
地
に
行
け
ま
す
の
で
、
近
く
の
停

留
所
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
※
１
回
の
乗
降
で
あ
れ
ば
、
直
接
、
病
院
、

商
店
街
、
金
融
機
関
等
近
く
の
停
留
所
で
降
り

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
路
線
ご
と
に
予
約
先
が
異
な
り
ま
す
〕

利
用
し
た
い
路
線
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が

異
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
予
約
先
を
確
認
の

う
え
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
乗
り
合
わ
せ
て
運
行
し
ま
す
〕

同
じ
便
に
二
人
以
上
の
予
約
が
あ
っ
た
場
合
は
、

乗
り
合
わ
せ
て
目
的
地
に
向
か
い
ま
す
。
一
方
、

予
約
の
な
い
停
留
所
は
運
行
し
な
い
た
め
、
利

用
者
の
人
数
や
指
定
す
る
停
留
所
の
場
所
に
よ

っ
て
、
迎
え
に
来
る
運
行
時
刻
表
が
変
更
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、

お
一
人
で
も
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
を
ま
と
め
る
と
、

次
の
と
お
り
で
す
。

路線名 運行形態 従前路線との比較 運行開始日

平
成
24
年
４
月
１
日

平
成
23
年
11
月
１
日

①山崎・
　医師会病院線

コミュニティバス
週３日運行　３往復/日

コミュニティバス
週２日運行　３往復/日

コミュニティバス
週５日運行　６便/日

乗合タクシー
週５日運行　６便/日

乗合タクシー
週３日運行　６便/日

乗合タクシー
週１日運行　６便/日

乗合タクシー
週３日運行　６便/日

新設路線
予約による運行

増便
原則、生活交通路線重複停留所は運行廃止
予約による運行

増便、新たに、折小野地区、医師会病院
を運行、北薩広域公園入口停留所廃止

増便、新たに、市野、浅井野
宇都、簗原地区、医師会病院を運行

増便、コミュニティバスから乗合タク
シーに変更、予約による運行

増便、コミュニティバスから乗合タク
シーに変更、予約による運行

②登尾線

⑦大俣線

⑧上下大迫線

⑨上場・大平線

⑩下湯田線

⑪佐志ニュータウン線

④柊野・紫尾線

⑤すこやかバス線
　園田・金山コース

⑥すこやかバス線
　上狩宿・薬師コース

③泊野・
　医師会病院線

■表４　さつま町公共交通運行計画（案）

■新しい公共交通がスタートします

新
た
な
公
共
交
通
体
系

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
方
法
と
注
意
点
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■新しい公共交通がスタートします

さつま町乗合タクシー(事前予約型)の利用方法

お帰りのとき

①電話予約 (利用者から乗合タクシー事業者へ)

②予約受付 (乗合タクシー事業者確認)

○○地区の◇◇です。今日の第３便□

□□線を利用します。14時10分発予定

の◎◎病院にいます。

行き先は，△△△です。

○○地区の◇◇さんですね。今日の

第３便□□□線，14時10分発の予約

を受付ました。◎◎病院前の停留所

▽▽▽で待っていてください。�

お出かけのとき

①電話予約 (利用者から乗合タクシー事業者へ)

②予約受付 (乗合タクシー事業者確認)

○○地区の◇◇です。□□□線を利用

します。明日の第１便８時１７分発予

定の停留所△△△で待っています。行

き先は，◎◎病院です。

○○地区の◇◇さんですね。明日の

第１便８時１７分の予約を受付けま

した。停留所△△△で待っていてく

ださい。

利用する便の１時間前には、お電話く
ださい。なお、第１便は必ず前日まで
にお電話ください。

(注)目的地に到着した際に，帰りの便
を予約しておくと，わざわざ電話せず
に済み便利です。

大 俣 線 第１便 第３便 第５便 第２便 第４便 第６便
大俣公民館前
鶴田和紙前
尾高
小下宅前
セットン坂下
栗野研修館前
シムコ入口
発電所前
新田ゴミステーション
高嶺

鶴田支所前
（あび～る館、神子口、鶴田中前）

7:43 10:58 15:58 10:57 15:57 18:37
7:45 11:00 16:00 10:55 15:55 18:35
7:46 11:01 16:01 10:54 15:54 18:34
7:47 11:02 16:02 10:53 15:53 18:33
7:49 11:04 16:04 10:51 15:51 18:31
7:50 11:05 16:05 10:50 15:50 18:30
7:51 11:06 16:06 10:49 15:49 18:29
7:53 11:08 16:08 10:47 15:47 18:27
7:55 11:10 16:10 10:45 15:45 18:25
7:56 11:11 16:11 10:44 15:44 18:24

8:00 11:15 16:15 10:40 15:40 18:20

第１便 第３便 第５便 第２便 第４便 第６便
上場公民館前
上場ゴミステーション前
大平公民館前
朝倉宅前
岡村宅前
仁科宅入口
東公民館前
平木宅前
大給宅前
若松宅下
山神
第２ダム下
祁答院宅前

鶴田支所前
（あび～る館、神子口、鶴田中前）

第１便 第３便 第５便 第２便 第４便 第６便
大野酒店前
神子建設前
大野公民館前
あじさい団地入口
高下精米所前
高嶺公民館下
鶴田支所前
（あび～る館、神子口、鶴田中前）

8:10 11:25 16:25 11:25 16:25 18:10
8:12 11:27 16:27 11:23 16:23 18:08
8:14 11:29 16:29 11:21 16:21 18:06
8:15 11:30 16:30 11:20 16:20 18:05
8:16 11:31 16:31 11:19 16:19 18:04
8:16 11:31 16:31 11:19 16:19 18:04

8:20 11:35 16:35 11:15 16:15 18:00

第１便 第３便 第５便 第２便 第４便 第６便
湯田下営農研修館前
東宅前
迫川内自治公民館前
鶴田鉄道記念館前
鶴田支所前
（あび～る館、神子口、鶴田中前）

8:10 11:35 16:35 11:35 16:35 18:10
8:12 11:37 16:37 11:33 16:33 18:08
8:15 11:40 16:40 11:30 16:30 18:05
8:16 11:41 16:41 11:29 16:29 18:04

8:20 11:45 16:45 11:25 16:25 18:00

佐志ニュータウン線 第１便 第３便 第５便 第２便 第４便 第６便
田原公民館前
コーポ広瀬前
山下宅前
小西宅前
あながわゴミステーション前
あながわ公民館別館前
ニュータウン公園前
佐志ニュータウン入口
給食センター裏
正香団地入口

宮之城駅
（医師会病院前、文化センター、虎居町）

7:53 11:33 16:33 11:32 16:32 18:02
7:55 11:35 16:35 11:30 16:30 18:00
7:56 11:36 16:36 11:29 16:29 17:59
7:58 11:38 16:38 11:27 16:27 17:57
8:00 11:40 16:40 11:25 16:25 17:55
8:01 11:41 16:41 11:24 16:24 17:54
8:02 11:42 16:42 11:23 16:23 17:53
8:03 11:43 16:43 11:22 16:22 17:52
8:05 11:45 16:45 11:20 16:20 17:50
8:07 11:47 16:47 11:18 16:18 17:48

8:10 11:50 16:50 11:15 16:15 17:45

7:36
7:37
7:40
7:42
7:45
7:45
7:47
7:47
7:49
7:51
7:52
7:54
7:55

8:00

11:01 16:01 10:59 15:59 18:44
11:02 16:02 10:58 15:58 18:43
11:05 16:05 10:55 15:55 18:40
11:07 16:07 10:53 15:53 18:38
11:10 16:10 10:50 15:50 18:35
11:10 16:10 10:50 15:50 18:35
11:12 16:12 10:48 15:48 18:33
11:12 16:12 10:48 15:48 18:33
11:14 16:14 10:46 15:46 18:31
11:16 16:16 10:44 15:44 18:29
11:17 16:17 10:43 15:43 18:28
11:19 16:19 10:41 15:41 18:26
11:20 16:20 10:40 15:40 18:25

11:25 16:25 10:35 15:35 18:20

さ
つ
ま
町
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
時
刻
表

上場・大平線

上下大迫線

下湯田線

③乗車 (指定された停留所へ移動)③乗車 (指定された停留所へ移動)

乗合
タクシー
乗合
タクシー

④自宅近くの停留所へ④目的地へ

※目的地は指定された地域です
ただいま～

時
刻
は
、
予
約
が
あ
っ
た
場
合
の
到
着
予
定
時
刻
で
す
。

予
約
人
数
や
行
き
先
に
よ
っ
て
は
、
時
刻
が
前
後
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

乗合
タクシー
乗合
タクシー

病院病院

乗合
タクシー
乗合
タクシー



～
幼
少
の
頃
か
ら
読
書
に
親
し
み 

ふ
れ
あ
い
を
～

★
10
月
27
日
（
木
）
は
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、

人
形
劇
な
ど
を
行
い
ま
す
。

赤ちゃんへの絵本の読み聞かせ

お話の部屋スペシャルの開催

絵本がいっぱい！

こども図書館の室内

薩摩支所庁舎の右半分が子ども図書館

８広報さつま９ 広報さつま

■
こ
ど
も
図
書
館
の
考
え
方

（
コ
ン
セ
プ
ト
）

　
従
来
の
図
書
室
利
用
に
加
え
、

特
に
幼
児
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
が

気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　
こ
ど
も
図
書
部
分
は
、
絵
本
を

見
た
り
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
し
な

が
ら
親
子
で
一
緒
に
楽
し
ん
だ
り
、

ま
た
、
友
だ
ち
の
家
族
や
、
そ
の

場
で
一
緒
に
な
っ
た
家
族
が
、
子

育
て
の
体
験
談
な
ど
を
話
し
た
り

す
る
、
そ
ん
な
ふ
れ
あ
い
交
流
が

で
き
る
屋
根
の
あ
る
公
園
と
し
て

の
図
書
館
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
定
期
的
な
親
子
ふ
れ
あ

い
読
書
の
た
め
の
読
み
聞
か
せ
指

導
な
ど
も
行
い
ま
す
。

◎
親
子
が
一
緒
に
楽
し
め
、
ふ
れ

あ
い
が
で
き
る
図
書
館

◎
幼
児
や
小
さ
い
子
ど
も
連
れ
で

も
気
兼
ね
な
く
利
用
で
き
る
図

書
館

◎
親
子
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
図

書
館

◎
そ
の
場
で
一
緒
に
な
っ
た
親
子

と
ふ
れ
あ
い
、
交
流
、
お
し
ゃ

べ
り
が
し
や
す
い
図
書
館

◎
子
ど
も
育
成
（
親
子
の
活
動
、

子
育
て
支
援
）
に
重
点
を
お
い

た
図
書
館

　※
但
し
、
あ
く
ま
で
も
図
書
館
で
す
の

で
一
定
の
マ
ナ
ー
や
節
度
は
必
要
で
す
。

普
通
に
お
し
ゃ
べ
り
や
交
流
を
し
て
い

た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も

た
ち
が
ふ
ざ
け
て
大
声
を
出
し
た
り
、

室
内
を
走
り
ま
わ
っ
た
り
し
て
、
他
に

迷
惑
に
な
る
よ
う
な
行
動
は
控
え
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
図
書
館
の
内
容

　
一
般
図
書
と
こ
ど
も
図
書
部
分

は
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
図
書
部
分
は
、
カ
ー
ペ

ッ
ト
張
り
で
靴
を
脱
い
で
上
が
る

と
、
全
て
絵
本
等
が
子
ど
も
の
手

の
届
く
低
い
場
所
に
あ
り
、
床
に

直
接
座
っ
て
も
良
い
し
、
高
さ
の

低
い
丸
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
も
置
い

て
あ
り
、
乳
幼
児
も
利
用
し
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
向
け
の
飾
り
つ

け
な
ど
工
夫
し
、
見
た
目
に
も
楽

し
い
空
間
に
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

～
児
童
書
や
絵
本
、
育
児
書
な
ど

を
充
実
し
ま
し
た
～

　
こ
れ
ま
で
、
薩
摩
図
書
室
に
は
、

１
０
，
５
３
８
冊
（
う
ち
子
ど

も
用
、
４
，
１
１
７
冊
）
の
本
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
、
子
ど
も

用
図
書
な
ど
を
新
た
に
２
，
５
０

０
冊
購
入
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
絵
本
各
種
（
昔
話
、
動

物
や
乗
り
物
な
ど
の
知
識
絵
本
、

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
な
ど
多
数
）
や
児

童
書
、
紙
芝
居
、
子
育
て
に
関
す

る
育
児
書
も
多
数
そ
ろ
え
て
い
ま

す
。

■
利
用
の
方
法

　
子
ど
も
図
書
館
の
利
用
も
従
来

の
町
内
３
図
書
室
の
利
用
方
法
と

ま
っ
た
く
同
じ
で
す
。
事
前
の
申

し
込
み
な
ど
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

保
育
園
な
ど
団
体
で
利
用
さ
れ
る

場
合
は
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
（
電
話
で
可
）

●
休
館
日

　
毎
週
月
曜
日
（
第
３
日
曜
日
の

　
翌
日
は
除
く
）
及
び
毎
月
第
３

　
日
曜
日

●
開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
３０
分

★
開
館
記
念
と
し
て
、
図
書
カ
ー

ド
（
本
の
借
り
方
の
手
続
き
が
便

利
に
な
る
。
）
を
作
ら
れ
た
方
、

ま
た
は
既
に
持
っ
て
い
る
方
で
、

親
子
で
一
緒
に
利
用
さ
れ
て
本
を

借
り
ら
れ
た
方
に
は
、
読
書
活
動

の
推
進
を
図
る
た
め
、
本
を
入
れ

る
エ
コ
バ
ッ
グ
を
記
念
品
と
し
て

差
し
上
げ
ま
す
。
（
開
館
日
か
ら

先
着
４
０
０
個
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
さ
つ
ま
町
教
育
委
員
会

　
　
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
　
　
電
話
（
53
）
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
２
５
３
１
）

　
薩
摩
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
図
書
室
を
薩
摩
支
所
庁
舎
に
移
転

す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
「
こ
ど
も
図
書
館
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

 

従
来
の
一
般
図
書
に
加
え
、
乳
幼
児
用
の
絵
本
、
紙
芝
居
、
児
童
書

や
育
児
書
な
ど
の
本
を
た
く
さ
ん
そ
ろ
え
、
本
を
借
り
る
だ
け
で
な
く
、

親
子
で
の
読
み
聞
か
せ
や
友
達
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
な
ど
、
幼
少

の
頃
か
ら
本
に
親
し
む
活
動
や
、
子
育
て
支
援
に
も
つ
な
が
る
図
書
館

と
し
て
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
気
軽
に
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
活
用
を
お
願
い
し

ま
す
。
（
※
薩
摩
図
書
室
に
あ
っ
た
従
来
の
一
般
図
書
も
あ
り
ま
す
。）

●
期
日 

10
月
27
日
（
木
）
　
午
前
10
時
～

●
場
所 

薩
摩
支
所
庁
舎
内

～いつも身近に１冊の本を～

■
な
ぜ
、
こ
ど
も
図
書
館
と

し
て
整
備
す
る
の
？

～
幼
少
の
頃
か
ら
読
書
に
親
し
む
～

　
活
字
ば
な
れ
が
進
ん
で
い
る
と

言
わ
れ
ま
す
。
読
書
は
、
私
た
ち

の
人
生
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す

る
だ
け
で
な
く
、
感
性
を
み
が

き
、
表
現
力
を
高
め
、
想
像
力
を

豊
か
な
も
の
に
し
、
自
身
の
成
長

を
促
し
て
く
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
小
さ
い
頃
か
ら
本

に
親
し
み
読
書
を
習
慣
づ
け
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

～
親
子
や
友
達
家
族
な
ど
で
の
ふ

れ
あ
い
を
促
進
～

　
小
さ
い
頃
の
親
子
の
ふ
れ
あ
い

の
あ
り
方
な
ど
が
、
将
来
の
子
ど

も
の
成
長
に
影
響
す
る
と
も
言
わ

れ
ま
す
。

　
読
み
聞
か
せ
な
ど
読
書
を
通
し

た
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
、
少
子
化

の
中
で
、
近
所
に
子
育
て
世
代
の

方
が
少
な
く
な
り
、
子
育
て
な
ど

の
悩
み
の
相
談
も
出
来
に
く
い
状

況
で
す
の
で
、
利
用
者
ど
う
し
の

交
流
な
ど
を
通
じ
て
子
育
て
支
援

に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
図
書
館
と

し
て
い
き
ま
す
。

■
乳
幼
児
と
一
緒
で
も
利
用

で
き
ま
す
か
？

　
図
書
館
は
、
静
か
に
本
を
読
み
、

学
習
な
ど
を
す
る
場
で
あ
り
ま
す

の
で
、
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
の

皆
さ
ん
は
、
周
囲
に
気
兼
ね
す
る

こ
と
が
多
く
、
図
書
館
へ
は
気
持

ち
が
向
き
に
く
い
面
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
ど
も
図
書
部
分
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
方
々
を
考

慮
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

　
あ
ま
り
に
子
ど
も
が
泣
い
た
り
、

ぐ
ず
っ
た
り
し
て
、
周
囲
を
気
に

さ
れ
る
場
合
は
、
区
分
さ
れ
た
部

屋
も
あ
り
ま
す
。

こ
ど
も
図
書
館
が

　
　
　
オ
ー
プ
ン
！

え
ほ
ん
の
森

え
ほ
ん
の
森

え
ほ
ん
の
森



今年４月以降に差押えた財産

不動産、預貯金、国税還付金、給与、生命保険、自動車、滞納者宅の捜索による動産
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　税金は、町に住む皆さんが豊かで健康な暮らしができるよう、福祉、教育、道路、消防などさまざまな事業を

進めていくための大切な財源です。

税金を納めないとどうなるの？
　納期限を過ぎても税金を納めないと、滞納処分（財産の差押え・公売など）を行うこととなります。

　町ではこれまで、国税徴収法等にもとづき滞納者の預貯金・給与・不動産・生命保険などの財産差押えを実施

してまいりました。

　現在は滞納者宅で動産を差押える「捜索」やインターネット公売、「タイヤロック」装置を使用した自動車差

押を行うなど滞納処分の強化を図っています。

　差押えた財産は換価し、未納となっている税金に充当します。財産を差押えられないためにも、税金は定めら

れた期限内に必ず納付しましょう。

○給与所得に係る個人住民税（市町村民税＋県民税）の特別徴収とは

　個人住民税の特別徴収とは、給与の支払者である事業者が、住民税の納税義務者である給与所得者（従業員）

に毎月支払う給与から個人住民税額を徴収（天引き）し、給与所得者に代わってその方が居住している市町村に

納入する制度です。

　それに対し、給与所得者が市町村から送られてきた納税通知書により、自ら金融機関等に出向いて通常年４回

に分けて納める方法を普通徴収といいます。

○特別徴収制度のメリット

　納税義務者である給与所得者のメリットとして次のようなものがあります。 

・普通徴収の納期は通常年４回であるのに対し、特別徴収は年１２回なので、１回当たりの納税額が少なくて済

みます。 

・納期毎に金融機関等に出向いて納税する手間が省けます（所得税の源泉徴収と同じです）。 

・普通徴収のように納め忘れにより滞納となったり、延滞金が発生する心配がありません。

○事業者の皆様へ

　まだ特別徴収を実施していない事業者の皆様におかれましては、法令に基づく適正な特別徴収の実施にご協力

をお願いします。ご不明な点は税務課までお問い合わせください。

個人住民税について給与からの特別徴収を希望される方は、勤務先の給与担当者へご相談ください。

滞納処分について、皆様より問い合わせの多い質問です

■少額滞納でも滞納処分するの？

　滞納税額の大小は一切関係ありません。「少額の滞納だから差押えられないだろう…」といった考えはおやめください。

■本人の許可なく財産を勝手に調べられた。プライバシーの侵害にならないの？

　税金を滞納すると、国税徴収法・地方税法に基づき全ての財産に対する調査権限が発生します。この権限により、

調査を受ける勤務先の事業所・金融機関などの関係機関は、協力しなければなりません。これらの財産調査は、個人

情報保護法には抵触しません。

さつま町では、期限内納税されている大多数の町民の皆様との公平を保つため
全町一斉で 『給与差押』 等の滞納処分を行います。

○滞納町税は、お近くの北さつま農協、鹿児島銀行、南日本銀行、鹿児島信用金庫、鹿児島興業信用組合、

　郵便局、さつま町役場（各支所）等で至急納付してください。

○ご本人やご家族の方の病気・ケガなど特別の事情があって町税の納付が困難な場合は、至急ご連絡ください。

◆ご相談ください
　税務課では、随時納税相談を行っています。

　特別な事情で納期限までに納付することが困難な場合には

必ずご相談ください。

◆納付には便利な口座振替を
　仕事などで納付する時間がとれない場合は「口座振替」が

便利です。うっかり納付を忘れて延滞金（年14.6％）が加算

される心配もありません。金融機関・郵便局またはさつま町

役場に備えてある「口座振替依頼書」に記入・押印のうえ、希望する金融機関・郵便局まで提出してください。

手続きには、口座に使用されている印鑑が必要です。なお、口座振替は申込書を受理した月の翌月からとなり

ますのでご注意ください。

（※取り扱い可能な金融機関など詳しくは税務課へお問い合わせください。）

あなたの税金が暮らしを支えます

給与所得に係る個人住民税の特別徴収推進について

税金を滞納していませんか？

〈 連絡先 〉　役場税務課収納第１係（内線２１１３）
              　　　　　収納第２係（内線２１１４）
　　　　　　　　　鶴田支所　税務係（内線４２１４）
　　　　　　　　　薩摩支所　税務係（内線６１１４、６１１５）
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鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
11
月
１
日
か
ら
７
日
を
含
む
前
後
３
週
間
を

「
地
域
が
育
む
『
か
ご
し
ま
の
教
育
』
県
民
週
間
」
と
位
置
づ
け
、
学
校
や
子
ど
も

た
ち
の
学
習
活
動
や
学
校
生
活
の
様
子
を
広
く
県
民
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
　

　
さ
つ
ま
町
の
公
立
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で
も
、
こ
の
期
間
を
中
心
に
次
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
い
、
学
校
の
教
育
活
動
を
公
開
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
観
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
学
校
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
保
護
者
や
地
域
の
方
々

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■鶴田幼稚園　℡55-9950

11月１日（火）～７日（月）

　※土・日、祝日を除く＝【保育参観週間】

11月４日（金）＝【ようこそ、人生の先輩】

　　　　　　　　　(高齢者との昔遊び)

11月10日（木）＝【いも掘り・焼きいも会、

　　　　　　　　　未就園児との交流】

11月27日（日）＝【学習発表会】

■山崎小学校　℡56-8414

10月30日（日）＝【学習発表会・校区文化祭】

11月１日（火）～７日（月）

　※土・日、祝日を除く＝【学校自由参観日】

11月２日（水）＝【高齢者クラブとのふれあい活動】

11月４日（金）

　　　　＝【心の教育の日（道徳授業公開)、ふれあい給食】

11月14日（月）、16日（水）＝【保護者による読み聞かせ】

11月中旬 ＝【収穫祭（脱穀）】

■白男川小学校　℡52-2876

10月30日（日）＝【学習発表会】

11月１日（火）～４日（金）※祝日を除く＝【自由参観】

11月２日（水）＝【授業参観日（道徳）、教育講演会】

■泊野小学校　℡54-2003

11月１日（火）～４日（金）※祝日を除く【自由参観】

11月６日（日）＝【日曜参観（学習発表会）】

■盈進小学校　℡53-1588

11月１日（火）～４日（金）

　※祝日を除く＝【学校自由参観期間】

11月６日（日）＝【開校記念学習発表会】

11月16日（水）＝【高齢者とのふれあい活動】

■平川小学校　℡54-2341

10月25日（火）＝【脱穀（高齢者とのふれあい活動）】

11月１日（火）～７日（月）

　※土・日、祝日を除く＝【学校自由参観】

11月20日（日）＝【学習発表会】

■柊野小学校　℡59-8203

11月１日（火）～７日（月）

　※土・日、祝日を除く＝【学校自由参観】

11月７日（月）

　＝【わくわく体験一日入学（道徳一斉授業参観

　　　木工製作活動、農業体験など　）】

11月９日（水）＝【動物愛護教室（講師：川薩保健所）】

■流水小学校　℡55-9101
10月30日（日）～11月４日（金）

　※月曜日、祝日を除く＝【学校自由参観】

10月30日（日）＝【流水フェスタ（学習発表会、地域

　　　　　　　　　参加型ミニ文化祭、親子読書教育

　　　　　　　　　講演会）】

■佐志小学校　℡53-0510
10月30日（日)＝【日曜参観、学習発表会】

11月１日（火）～７日（月）

　※土・日、祝日を除く＝【学校自由参観】

■鶴田小学校　℡59-2017
11月１日（火）～７日（月）

　※土・日、祝日を除く＝【学校授業参観週間】

11月２日（水）＝【ひまわり集会（人権学習）】

11月３日（木）＝【親子ふれあいウォーキング】予定

11月４日（金）＝【ようこそ、人生の先輩（高齢者と

　　　　　　　　　のふれあい活動、昔遊び）、教育

　　　　　　　　　講演会（子育て）】

11月27日（日）＝【学習発表会（午前）、創立50周年

　　　　　　　　　記念式典及び記念演舞（午後）】

■柏原小学校　℡59-8674
11月１日（火）～７日（月）

　※土・日、祝日を除く＝【学校授業参観週間】

11月１日（火）＝【給食試食会】

11月20日（日）＝【学習発表会・親子ふれあい活動】

■紫尾小学校　℡59-8673
11月１日（火）～７日（月）

　※土・日、祝日を除く＝【学校自由参観】

11月１日（火）＝【高齢者とのふれあい活動、

　　　　　　　　　交流給食】

11月１日（火）～30日（水）

　　　　＝【ハート月間（全保護者との教育相談）】

■求名小学校　℡57-0009
11月１日（火）～４日（金）

　※祝日を除く＝【学校自由参観】

11月２日（水）＝【保護者参観】

11月22日（火）＝【研究公開（読書指導）】

■永野小学校　℡58-0021
11月１日（火）～７日（月）

　※土・日、祝日を除く＝【学校自由参観】

11月１日（火）＝【高齢者とのふれあい活動】

11月８日（火）～18日(金)

　　　　　　　　＝【教育相談週間（保護者対象）】

■中津川小学校　℡57-0486

11日１日（火）～７日（月）

　※土・日、祝日を除く＝【学校自由参観】

11月２日（水）＝【高齢者とのふれあい活動】

11月４日（金）＝【心の教育の日（道徳の公開授業）】

11月15日（火) ＝【校内持久走大会】

■山崎中学校　℡56-8524

11日７日（月）～11日（金）＝【学校授業参観週間】

11月11日（金）＝【第４９回文化祭】【ＰＴＡバザー】

■宮之城中学校　℡53-1587

11月１日（火）～４日（金）

　※祝日を除く＝【学校自由参観】

11月４日（金）＝【学習文化発表会】

■鶴田中学校　℡59-2009

11月１日（火）～７日（月）

　※土・日、祝日を除く＝【一般授業参観】

11月２日（水）＝【文化祭】

■薩摩中学校　℡57-0101
11月１日（火）～７日（月）

　※４日、土・日を除く＝【一般授業参観】

11月３日（木）＝【文化祭】

※不審者の侵入防止のため、各学校（園）には受付を設置しています。

※行事内容や時間など、詳しくは各学校（園）へお問い合わせください。

「かごしまの教育」 県民週間のお知らせ

が
ん
ば
る
ぞ
！
地
域
の
み
ん
な
が
　
サ
ポ
ー
タ
ー

が
ん
ば
る
ぞ
！
地
域
の
み
ん
な
が
　
サ
ポ
ー
タ
ー



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

金
吾
様
踊
り

伝
統
の
舞
　
奉
納

高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

秋
季
宮
之
城
合
宿

強
豪
校
集
う
！

観
光
案
内
所
協
力
店
委
嘱

町
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す

親
子
星
空
☆
探
検
隊

～
無
限
に
広
が
る
宇
宙
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
！
～

鹿
児
島
空
港
で

　
イ
ベ
ン
ト
紹
介

空
の
玄
関
で
Ｐ
Ｒ

農
事
組
合
法
人

薩
摩
西
郷
梅

生
産
組
合
が
発
足

佐
志
保
育
園
キ
ジ
放
鳥

大
き
く
な
ぁ
れ

ガ
ン
バ
レ
！

ベ
ガ
ル
タ
仙
台

町
議
会
議
員
と
語
る
会

町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
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９
月
１８
日
、
中
津
川
地
区
の
大

石
神
社
で
恒
例
の
「
金
吾
様
踊

り
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
石
神
社
は
、
織
田
・
豊
臣
時

代
に
、
こ
の
地
域
を
治
め
て
い
た
「

金
吾
さ
あ
」
こ
と
島
津
歳
久
（
島

津
宗
家
１５
代
当
主
貴
久
の
三
男
）

を
祀
っ
て
あ
り
、
こ
こ
で
奉
納
さ

れ
る
の
が
、「
金
吾
様
踊
り
」
で
す
。

　
当
日
は
、
７
年
ぶ
り
に
復
活
し

た
庭
狂
言
を
は
じ
め
虚
無
僧
踊
り
、

地
割
り
舞
、
俵
踊
り
、
六
尺
棒
踊

り
、
兵
児
踊
り
、
三
尺
棒
踊
り
、

鷹
刺
し
踊
り
が
奉
納
さ
れ
、
地
域

で
長
年
踊
り
継
が
れ
て
き
た
伝
統

の
踊
り
を
訪
れ
た
多
く
の
見
物
客

に
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
津
川
小
学
校
の
子
ど

も
神
輿
や
恵
光
保
育
園
の
子
ど
も

ハ
ン
ヤ
も
披
露
さ
れ
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
子
ど
も
達
に
多
く
の
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
９
月
１７
日
か
ら
１９
日
ま
で
の
３

日
間
、
宮
之
城
運
動
公
園
に
お
い

て
「
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
秋

季
宮
之
城
合
宿
」
が
行
わ
れ
、
愛

媛
県
や
山
口
県
、
九
州
各
県
の
強

豪
校
の
２１
高
校
（
選
抜
１
チ
ー
ム

を
含
む
）
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
合
宿
は
、
平
成
５
年
か
ら

続
い
て
い
る
合
宿
で
、
年
に
２
回
、

春
と
秋
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
や
全
国
選
抜
大
会
に

参
加
す
る
高
校
が
集
ま
る
合
宿
と

し
て
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
白
球

を
追
う
高
校
生
の
声
が
響
い
て
い

ま
し
た
。

　
町
観
光
協
会
は
、
９
月
１２
日
、

町
内
の
観
光
地
や
イ
ベ
ン
ト
を
紹

介
し
て
い
た
だ
く
観
光
案
内
所
協

力
店
と
し
て
、
町
内
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
農
産
物
直
売
所
等
の
２４
事

業
所
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
来
町
さ
れ
る
方
に
観

光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
よ
る
道
路
案

内
や
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ
シ
を
配
布

し
て
い
た
だ
き
、
町
内
の
観
光
案

内
業
務
に
協
力
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
交
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
協
力
店
に
は
、
「
さ
つ
ま
町
観

光
案
内
所
協
力
店
」
の
の
ぼ
り
旗

を
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

 

９
月
１３
日
か
ら
９
月
２６
日
ま
で

の
２
週
間
、
町
観
光
協
会
で
は
、

鹿
児
島
空
港
１
階
観
光
Ｐ
Ｒ
コ
ー

ナ
ー
に
て
、
さ
つ
ま
町
の
特
産
品

の
販
売
と
秋
の
イ
ベ
ン
ト
、
観
光

地
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　
到
着
ロ
ビ
ー
前
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
さ
つ
ま
町
観
光
大
使

「
か
ぐ
や
姫
」
の
竹
山
詩
乃
さ
ん

と
稲
森
茜
さ
ん
の
ほ
か
、
観
光
協

会
員
ら
が
薩
摩
西
郷
梅
の
試
食
や

お
茶
の
試
飲
で
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い

ま
し
た
。

　
薩
摩
西
郷
梅
の
試
食
を
さ
れ
た

女
性
は
、
「
酸
っ
ぱ
く
な
く
て
、

食
べ
や
す
い
、
元
気
が
出
そ
う
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
事
組
合
法
人
　
薩
摩
西
郷
梅

生
産
組
合
は
、
７
月
２４
日
の
創
立

総
会
で
事
業
計
画
な
ど
の
承
認
を

得
て
、
９６
人
の
組
合
員
に
よ
り
、

８
月
１
日
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
梅
振
興
会
を
発
展

的
に
解
散
し
、
町
の
特
産
品
で
あ

る
、
「
薩
摩
西
郷
梅
」
の
産
地
維

持
と
生
産
の
拡
大
、
並
び
に
組
合

員
が
農
業
生
産
に
つ
い
て
の
協
業

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
組
合
員
の

共
同
の
利
益
を
増
進
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
梅
振
興
会
の
法
人
化
に
よ
り
薩

摩
西
郷
梅
の
振
興
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
８
月
２５
日
、
佐
志
保
育
園
の
園

児
に
よ
る
キ
ジ
の
放
鳥
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
毎
年
、
県
猟
友
会
が
自

然
保
護
の
一
環
で
国
鳥
で
あ
る
キ

ジ
の
放
鳥
を
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
県
猟
友
会
薩
摩
支
部
宮
之
城

猟
友
会
会
長
の
山
崎
文
久
さ
ん
に

よ
る
キ
ジ
の
生
態
等
に
つ
い
て
の

説
明
の
あ
と
、
園
児
達
に
一
羽
づ

つ
キ
ジ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
キ

ジ
が
園
児
達
の
小
さ
な
手
か
ら

「
そ
れ
～
っ
」
と
大
空
に
放
た
れ
、

力
強
く
羽
ば
た
き
飛
ん
で
行
き
ま

し
た
。

　
佐
志
保
育
園
の
牟
田
園
美
空
さ

ん
（
５
才
）
は
「
キ
ジ
を
触
っ
た

ら
温
か
か
っ
た
、
少
し
怖
か
っ
た

け
ど
放
す
時
嬉
し
か
っ
た
」
と
感

想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
受
け

な
が
ら
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
J
１
で

活
躍
中
の
「
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
」
を

応
援
し
よ
う
と
、
同
チ
ー
ム
が
毎

年
キ
ャ
ン
プ
で
訪
れ
る
、
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト

京
セ
ラ
が
企
画
し
、
町
夏
祭
り
や

ホ
テ
ル
フ
ロ
ン
ト
ロ
ビ
ー
で
義
援

金
な
ど
を
募
り
ま
し
た
。

　
８
月
１８
日
、
集
ま
っ
た
義
援
金

な
ど
が
Ｉ
Ｇ
Ｒ
京
セ
ラ
か
ら
日
髙

町
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
議
会
や
町
商
工
会
も
こ
の
企
画

に
賛
同
し
、
義
援
金
と
一
緒
に
黒

毛
和
牛
・
梨
・
ぶ
ど
う
・
薩
摩
西

郷
梅
な
ど
の
町
特
産
品
を
ベ
ガ
ル

タ
仙
台
に
贈
り
ま
し
た
。

　
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
８
月
２５
日
、
さ
つ
ま
町
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
（
山
本
芳
子
会
長

ほ
か
参
加
者
８
団
体
３１
人
）
と
町

議
会
議
員
と
語
る
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
語
る
会
で
は
ま
ず
、
議
員
そ
れ

ぞ
れ
の
自
己
紹
介
や
自
己
Ｐ
Ｒ
の

あ
と
、
女
性
団
体
の
各
組
織
団
体

の
日
頃
の
活
動
に
お
け
る
課
題
な

ど
が
出
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
　

　
今
回
の
語
る
会
に
よ
り
、
議
員

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
直
接
聞
く
こ

と
が
で
き
、
今
後
の
お
互
い
の
活

動
及
び
女
性
施
策
を
推
進
す
る
た

め
の
意
見
交
換
が
出
来
ま
し
た
。

７年ぶりに復活した別野公民会による庭狂言の一幕

熱戦が繰り広げられた会場

町観光協会山本会長から宮之城石油白石社長に委嘱状交付

鹿児島空港到着ロビーの様子

総会の様子

みんなでいっせいに「そぉれ！」

活発な意見が出された語る会

ＩＧＲ京セラ神原さん(右)から日髙町長へ目録が手渡されました

さ
つ
ま
町
観
光
案
内
所

さ
つ
ま
町
観
光
案
内
所

さ
つ
ま
町
観
光
案
内
所
協力店協力店協力店

　
９
月
１０
日
、
さ
つ
ま
町
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る

親
子
星
空
☆
探
検
隊
が
、
薩
摩
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
親
子
星
空
☆
探
検
隊
は
、

親
子
で
星
空
を
観
測
し
て
も
ら
い
、

宇
宙
へ
の
夢
を
育
て
る
と
共
に
、

親
子
の
絆
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
子

ど
も
や
保
護
者
な
ど
１
２
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
「
夏
の
大
三

角
形
」
や
「
あ
ま
の
が
わ
」
な
ど
、

に
ぎ
や
か
な
夏
の
星
座
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
講
師
の
せ

ん
だ
い
宇
宙
館
早
水
勉
館
長
か
ら

実
際
に
観
測
す
る
星
の
特
徴
を
学

ん
だ
後
、
場
所
を
移
動
し
て
大
型

望
遠
鏡
で
月
や
金
星
を
観
測
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
「
月
の
表

面
は
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
い
た
。
星
が

す
ご
く
き
れ
い
に
光
っ
て
い
た
。

月
が
す
ぐ
そ
こ
に
見
え
た
の
で
月

に
行
け
そ
う
な

気
が
し
た
」
と

感
激
し
て
い
る

様
子
で
し
た
。

　
創
作
活
動
で

は
そ
れ
ぞ
れ
が

月
球
儀
と
呼
ば

れ
る
月
の
模
型

を
親
子
で
楽
し

く
会
話
し
な
が

ら
製
作
し
て
い

ま
し
た
。
短
い

時
間
で
し
た
が
、

参
加
者
は
星
空

観
測
を
通
じ
て
、

宇
宙
の
神
秘
を

感
じ
な
が
ら
親

子
の
絆
を
深
め

て
い
ま
し
た
。



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

第
１
回
さ
つ
ま
町
ナ
イ
タ
ー
陸
上
記
録
会
を
開
催

救
急
医
療
週
間
の
取
り
組
み

１
３
１
人
が
参
加

町
民
バ
レ
ー
大
会

地
域
の
期
待
を
背
に
！

大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
応
援
に
関
す
る
協
定

大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
被
害
状
況
調
査
の
支

援
に
関
す
る
協
定

道
路
愛
護
表
彰
を
受
賞

神
子
　
栗
野
公
民
会

河
川
整
備
な
ど
を
要
望
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■
一
日
看
護
師
長
任
命

　
薩
摩
郡
医
師
会
病
院
で
町
民
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
二
名
の
方
に
一

日
看
護
師
長
を
任
命
し
、
看
護
師

の
役
割
や
働
き
ぶ
り
を
知
る
取
り

組
み
で
す
。

　
タ
ス
キ
か
け
と
辞
令
交
付
式
の

あ
と
病
院
内
を
ま
わ
り
、
入
院
患

者
の
お
見
舞
い
や
各
施
設
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

　
病
院
食
の
昼
食
後
は
、
救
急
医

療
町
民
講
座
へ
参
加
さ
れ
、
当
日

の
体
験
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

■
救
急
医
療
町
民
講
座
の
開
催

　
同
日
の
午
後
２
時
か
ら
薩
摩
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

救
急
医
療
町
民
講
座
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
草
野
郡
医
師
会
長
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
郡
医
師
会
病
院
の
１
日
看

護
師
長
を
さ
れ
た
永
井
満
里
子
さ

ん
と
永
松
道
子
さ
ん
か
ら
「
看
護

師
の
仕
事
の
大
変
さ
が
分
か
り
、

ま
た
、
貴
重
な
経
験
を
し
て
、
良

か
っ
た
で
す
」
と
の
体
験
報
告
と
、

ク
オ
ラ
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
松
下
兼
一

医
師
に
よ
る
「
熱
中
症
と
に
せ
熱

中
症
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
、
さ
つ
ま
町
消
防
本

部
に
よ
る
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
の
実
演
と
講
習
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
新
葉
学
園
生
に
よ
る
フ

ラ
ダ
ン
ス
と
太
鼓
演
奏
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
町
民
の
方
か
ら
は
、

「
い
ざ
と
言
う
時
の
た
め
に
大
変

た
め
に
な
り
ま
し
た
」
と
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

　
８
月
２７
日
、
宮
之
城
運
動
公
園

で
第
１
回
さ
つ
ま
町
ナ
イ
タ
ー
陸

上
記
録
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
陸
上
協
会
の
主
催
で
初
め
て

行
わ
れ
た
こ
の
大
会
に
１
３
１
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

■
中
学
校
男
子
１
０
０
ｍ

　
下
大
迫
佑
樹
　
１３
秒
４１

　
　
　
　
　
　
（
鶴
田
中
学
校
）

■
中
学
校
女
子
１
０
０
ｍ

　
甫
立
玲
菜
　
　
１４
秒
６５

　
　
　
　
　
　
（
鶴
田
中
学
校
）

■
一
般
男
子
１
０
０
ｍ

　
牟
田
園
和
行
　
１２
秒
９７

　
　
　
　
　
（
さ
つ
ま
町
役
場
）

■
小
学
１
年
男
子
１
０
０
ｍ

　
軸
屋
浩
志
　
　
２０
秒
０３

　
（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

■
小
学
１
年
女
子
１
０
０
ｍ

　
酒
匂
こ
こ
ろ
　
２０
秒
４５

　
　
　
　
　
　
（
平
川
小
学
校
）

■
小
学
２
年
男
子
１
０
０
ｍ

　
下
牛
尾
悠
太
　
１９
秒
９５

　
　
　
　
　
　
（
佐
志
小
学
校
）

■
小
学
２
年
女
子
１
０
０
ｍ

　
内
村
花
色
　
　
１９
秒
７１

　
（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

■
小
学
３
年
男
子
１
０
０
ｍ

　
甫
立
大
地
　
　
１７
秒
２８

　
（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

■
小
学
３
年
女
子
１
０
０
ｍ

　
上
川
畑
優
希
　
１８
秒
３６

　
（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

■
小
学
４
年
男
子
１
０
０
ｍ

　
山
下
晏
門
　
　
１７
秒
４１

　
　
　
　
　
　
（
佐
志
小
学
校
）

■
小
学
４
年
女
子
１
０
０
ｍ

　
指
宿
玲
那
　
　
１５
秒
８８

　
（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

■
小
学
５
年
男
子
１
０
０
ｍ

　
上
川
畑
海
　
　
１５
秒
９６

　
（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

■
小
学
５
年
女
子
１
０
０
ｍ

　
濵
田
風
希
　
　
１６
秒
２２

　
（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

■
小
学
６
年
男
子
１
０
０
ｍ

　
エ
マ
ヌ
エ
ル
　
ヘ
ル
ナ
ン
デ
ス 

カ
ル
デ
イ
ト  

１６
秒
４７

　
（
山
崎
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

■
小
学
６
年
女
子
１
０
０
ｍ

　
軸
屋
ま
ど
か
　
１６
秒
０５

　
（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

■
小
学
４
年
男
子
８
０
０
ｍ

　
山
下
晏
門
　
３
分
０９
秒
９３

　
　
　
　
　
　
（
佐
志
小
学
校
）

■
小
学
４
年
女
子
８
０
０
ｍ

　
指
宿
玲
那
　
３
分
０５
秒
１５

　
（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

■
小
学
５
年
男
子
８
０
０
ｍ

　
上
川
畑
海
　
２
分
５６
秒
１８

　
（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

■
小
学
５
年
女
子
８
０
０
ｍ

　
山
口
若
葉
　
２
分
５９
秒
８１

　
（
山
崎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

■
小
学
６
年
男
子
８
０
０
ｍ

　
永
福
大
輔
　
３
分
０８
秒
００

　
（
山
崎
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

■
小
学
６
年
女
子
８
０
０
ｍ

　
軸
屋
ま
ど
か
　
２
分
５９
秒
４４

　
（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

■
中
学
校
男
子
２
０
０
０
ｍ

　
下
大
迫
佑
樹
　
６
分
３３
秒
００

　
　
　
　
　
　
（
鶴
田
中
学
校
）

■
中
学
校
女
子
２
０
０
０
ｍ

　
上
大
迫
み
な
み 

７
分
２３
秒
０５

　
　
　
　
　
　
（
鶴
田
中
学
校
）

■
高
校
男
子
３
０
０
０
ｍ

　
福
田
真
也
　
１０
分
３４
秒
００

　
　
　
　
　
（
薩
摩
中
央
高
校
）

■
一
般
男
子
３
０
０
０
ｍ

　
大
園
栄
一
　
１０
分
１７
秒
００

　
（
さ
つ
ま
柏
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　
９
月
４
日
、
第
７
回
さ
つ
ま
町

民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
宮
之
城

総
合
体
育
館
ほ
か
２
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
各
支
部
代
表
の
男
子
２２
チ
ー
ム
、

女
子
１９
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
Ａ
・

Ｂ
ク
ラ
ス
別
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

■
男
子
Ａ
ク
ラ
ス

（
会
場
　
宮
之
城
総
合
体
育
館
）

　
優
　
勝
　
宮
之
城
屋
地
Ｂ

　
準
優
勝
　
宮
之
城
屋
地
Ａ

　
第
３
位
　
虎
居
Ａ
・
平
川

■
女
子
Ａ
ク
ラ
ス

（
会
場
　
宮
之
城
総
合
体
育
館
）

　
優
　
勝
　
平
川

　
準
優
勝
　
山
崎

　
第
３
位
　
虎
居
Ａ
・
宮
之
城
屋
地

■
男
子
Ｂ
ク
ラ
ス

（
会
場
　
鶴
田
体
育
館
）

　
優
　
勝
　
神
子

　
準
優
勝
　
求
名

　
第
３
位
　
虎
居
Ｂ
・
柊
野

■
女
子
Ｂ
ク
ラ
ス

（
会
場
　
薩
摩
中
学
校
体
育
館
）

　
優
　
勝
　
白
男
川

　
準
優
勝
　
時
吉

　
第
３
位
　
求
名
・
虎
居
Ｂ

　
８
月
１７
日
、
町
内
に
お
い
て
大

規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
ま
た
は

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、

九
州
地
方
整
備
局
か
ら
人
的
・
物

的
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

被
害
の
軽
減
や
二
次
災
害
の
防
止

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
応

援
に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
は

人
が
近
づ
く
こ
と
が
困
難
な
場
所

に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
投
入
し
映
像

を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
照

明
車
の
提
供
な
ど
の
ほ
か
、
九
州

地
方
整
備
局
か
ら
本
町
に
職
員
を

派
遣
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ス

ム
ー
ズ
な
情
報
交
換
な
ど
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
本
町
に

と
っ
て
災
害
時
の
対
応
力
が
一
段

と
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
８
月
２６
日
、
大
規
模
災
害
時
に

お
け
る
被
害
状
況
調
査
の
支
援
協

力
に
関
す
る
協
定
書
の
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
大
雨
・
台
風
な
ど
の

異
常
気
象
時
の
崩
壊
箇
所
、
冠
水

箇
所
、
落
石
箇
所
を
迅
速
に
把
握

す
る
た
め
、
今
回
さ
つ
ま
町
測
量

設
計
連
絡
会
と
協
定
を
締
結
し
、

町
民
の
安
心
安
全
の
更
な
る
向
上

を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
本
町
で
は
川
内
川
激
特
事
業
の

完
成
に
よ
り
内
水
対
策
も
加
わ
っ

て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
多
様
な

業
務
を
迅
速
に
処
理
す
る
た
め
に

も
、
連
絡
会
か
ら
の
支
援
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
８
月
２９
日
、
道
路
愛
護
団
体
の

表
彰
伝
達
式
が
町
長
応
接
室
で
行

わ
れ
、
本
町
神
子
地
区
の
栗
野
公

民
会
が
県
知
事
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
永
年
に
わ
た
り
道
路
の

環
境
美
化
に
努
め
、
著
し
い
功
績

の
あ
っ
た
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
、
今
年
度
は
県
内
で
４
つ
の
個

人
・
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
栗
野
公
民
会
は
約
４６
年
に
わ
た

り
集
落
周
辺
の
県
道
・
町
道
の
除

草
作
業
や
支
障
樹
木
の
伐
採
な
ど

を
地
域
総
ぐ
る
み
で
実
施
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
２９
日
、
県
庁
に
お
い
て
県

管
理
１
級
河
川
の
早
急
な
整
備
と

固
定
堰
の
改
修
に
つ
い
て
渡
土
木

部
長
と
中
西
農
政
部
長
並
び
に
西

野
農
業
土
木
技
監
へ
要
望
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
年
の
６
月
に
発
生
し
た
集
中

豪
雨
は
、
過
去
６
年
の
月
平
均
降

雨
量
の
約
２
．
５
倍
に
当
た
る
１
，

５
６
０
㎜
に
達
し
、
７
月
の
豪
雨

時
に
は
３
時
間
雨
量
が
１
９
６
㎜

と
記
録
的
な
降
雨
量
を
観
測
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
平
川
、
柏

原
、
求
名
地
区
で
は
、
河
川
沿
い

の
住
居
が
床
下
浸
水
し
、
ま
た
農

地
に
あ
っ
て
は
水
田
・
畑
な
ど
が

壊
滅
的
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
河
川

管
理
者
で
あ
る
県
に
対
し
て
今
回
、

大
き
な
災
害
を
受
け
た
海
老
川
外

４
河
川
の
再
災
害
防
止
の
た
め
築

堤
・
護
岸
な
ど
の
河
川
整
備
要
望

及
び
農
業
用
施
設
で
あ
る
柿
之
木

固
定
堰
外
４
箇
所
の
改
修
（
転
倒

ゲ
ー
ト
）
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

一日看護師長の永松道子さん（中央左）と永井満里子さん

松下医師による講演

小学３年男子１００ｍの部

一般男子１００ｍの部

男子Ｂクラス　柊野VS湯田の試合

締結後に握手を交わす久保川内川河川事務所長（左）と日髙町長

調印後に握手を交わす日髙町長とさつま町測量設計連絡会の皆さん

渡土木部長（左）に要望書を手渡す日髙町長

左から松永北薩地域振興局建設部長、町野栗野公民会長、日髙町長

　
９
月
９
日
は
、
救
急
の
日
及
び
９
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
救
急
医
療

週
間
で
す
救
急
医
療
に
対
す
る
国
民
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る

た
め
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
救
急
医
療
週
間
の
行
事
と
し
て
９
月
８
日
に
２
つ
の
取
り
組
み

が
な
さ
れ
ま
し
た
。



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

さ
つ
ま
ふ
る
さ
と
体
験
塾

第
60
回
鹿
児
島
県
青
年
大
会

介
護
者
の
ス
ト
レ
ス
ケ
ア

宮
之
城
人
形
を
つ
く
ろ
う
！

宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
夏
休
み
企
画

屋
久
島
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
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７
月
２３
日
か
ら
８
月
２０
日
に
か

け
て
、
宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ

ー
主
催
の
夏
休
み
企
画
「
宮
之
城

人
形
を
作
ろ
う
！
」
に
、
町
内
の

小
学
生
７
人
と
保
護
者
５
名
の
計

１２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
７
月
２３
日
に
「
型
入
れ
」
、
７

月
３０
日
に
「
白
塗
り
」
、
８
月
２０

日
に
「
絵
付
け
」
の
３
回
の
工
程

を
経
て
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
も
宮
之
城
人
形
復
興
会
の

方
に
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
を
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
、
伝
統
と
そ
の
技

術
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
初
め
て
の
経

験
だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
来

年
も
参
加
し
た
い
」
「
親
の
方

が
真
剣
に
な
っ
て
作
っ
て
い
ま
し

た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
夏
休

み
の
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
２２
日
か
ら
２５
日
に
か
け
て
、

鹿
児
島
県
屋
久
島
環
境
文
化
研
修

セ
ン
タ
ー
で
、
夏
の
陣
「
負
け
ら

れ
な
い
挑
戦
の
始
ま
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
（
町

内
の
小
・
中
学
生
４１
人
）
は
、
白

谷
雲
水
峡
、
西
部
林
道
、
大
川
の

滝
な
ど
屋
久
島
の
特
色
あ
る
自
然

の
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
屋
久

島
の
雄
大
な
山
や
海
を
体
験
し
、

人
と
自
然
と
の
関
わ
り
や
そ
こ
に

住
む
人
々
の
生
活
や
文
化
に
触
れ

る
こ
と
に
よ
り
「
ふ
る
さ
と
」
を

再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
こ
の
研
修
に
参
加
し
た
盈
進
小

学
校
５
年
生
の
淵
之
上
紗
恵
子
さ

ん
は
「
白
谷
登
山
は
す
ご
く
き
つ

か
っ
た
け
ど
頂
上
か
ら
の
景
色
は

す
ご
く
き
れ
い
だ
っ
た
」
と
感
想

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
県
青
年
大
会
が
、
９
月

３
日
か
ら
４
日
に
か
け
、
県
下
１３

青
年
団
体
の
参
加
に
よ
り
鹿
児
島

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
青
年
団
に
と
っ
て
は
、
設

立
後
初
め
て
の
本
大
会
へ
の
出
場

と
な
り
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
サ
ン
エ
ー
ル
か
ご

し
ま
に
て
芸
能
文
化
部
門
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
町
青
年
団
か
ら

は
、
の
ど
自
慢
の
部
門
に
１
組
出

場
し
、
応
援
も
含
め
団
員
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
入
賞
す
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
他
青
年
団
体
の
郷

土
芸
能
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

様
々
な
発
表
も
あ
り
、
素
晴
ら
し

い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

　
２
日
目
は
、
体
育
の
部
が
あ
り
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
部
に
２
チ
ー
ム
出

場
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
見
事
さ

つ
ま
町
青
年
団
Ａ
チ
ー
ム
が
出
場

１１
チ
ー
ム
中
３
位
入
賞
と
い
う
結

果
を
残
し
ま
し
た
。

　
８
月
１９
日
、
宮
之
城
ひ
ま
わ
り

館
で
「
介
護
者
の
ス
ト
レ
ス
ケ

ア
」
と
題
し
て
、
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
長
（
宮
之
城
病
院
）

の
新
門
弘
人
医
師
が
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

　
介
護
者
の
語
ら
う
会
の
参
加
者

や
介
護
従
事
者
に
、
日
頃
の
ス
ト

レ
ス
ケ
ア
の
方
法
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
介
護
者
、
介
護
従
事

者
合
わ
せ
て
、
４０
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
ス
ト
レ
ス
を
溜
め

込
ま
な
い
な
い
よ
う
に
、
日
光
に

当
た
る
こ
と
や
、
大
声
で
笑
う
こ

と
な
ど
、
「
落
ち
込
み
を
防
ぐ
１０

の
生
活
習
慣
」
の
提
案
も
あ
り
ま

し
た
。

　
今
後
、
介
護
者
の
語
ら
う
会

は
、
１０
月
１４
日
（
金
）
、
１２
月
１６

日
（
金
）
、
２
月
１７
日
（
金
）
の
、

午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

ボウリング競技に出場した町青年団チーム

「登ったぞ！白谷雲水峡・太鼓岩」

新門医師による講演の様子

「型入れ」作業の様子

「白塗り」作業の様子「絵付け」作業の様子

「まちの財政健全化」指標のお知らせ（平成22年度決算速報値）
～　健全化指数は確実に改善しています　～

◆財政状況をより明らかに！

　平成１９年度から始まった財政健全化法により、「早期健全化＝黄信号」と「財政再生＝赤信号」の２段階で財

政悪化をチェックするとともに、特別会計（国民健康保険事業など）や企業会計（水道事業など）も併せた決算に

より町の財政状況をより明らかにするものです。

　平成２２年度さつま町の決算は、次の表のとおり、『実質公債費比率＝１年間の借金返済額の比率』において１.４

％、借金など将来的にどれ位の負担があるかを示す『将来負担比率』においても４４.４％指標が改善しました。

　健全化法の導入以降、関係指数は毎年改善しています。また、水道事業・農業集落排水事業等の公営企業の赤字

はありませんでした。なお、引き続き『公債費負担適正化計画』に基づき、借入金（借金残）を減らす努力をして

まいります。

●財政の健全度を判断する４つの成績（指標）　

１健全化判断比率　

２資金不足比率　

さつま町の指標

（成績） 21年度 赤字なし 赤字なし 18.0％

13.43％

20.00％

18.43％

30.00％

25.00％

35.0％

350.00％

－

95.1％

22年度 赤字なし 赤字なし 16.6％ 50.7％

黄信号

赤信号

①

②

③
④

早期健全化基準（財政健全化計画を策定）

財政再生基準（国の管理下で再建）

市
町
村
（
地
方
自
治
体
）

普通会計

（一般会計）

一部事務組合・広域連合

（県後期高齢者医療広域連合）

地方公社・第３セクター

（町土地開発公社など）

公営事業

（国保事業特別会計）

（水道事業特別会計）

（その他特別会計）

①実質赤字比率

普通会計（一般会計）の実質赤字が標準財政規模に占める割合

②連結実質赤字比率

町の全会計（一般会計＋特別会計）の赤字が標準財政規模に占める割合

③実質公債費比率

町の一般会計等が負担する公債費が標準財政規模に占める割合

④将来負担比率

町の一般会計等の将来負担すべき債務が標準財政規模に占める割合

※標準財政規模＝町が１年間に自由に使える財源（お金）の標準的な規模を表します。

　　　　　　　（通常水準の行政活動を行うのに必要な一般財源の合計）

　企業会計ごとの資金不足額の事業規模に対する割合を示す比率です。本町は各会計とも黒字で資金不足が

生じていないため、指数は表示されません。

将
来
負
担
比
率

実
質
公
債
費
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
赤
字
比
率

黄色信号
にならな

いよう注

意！

1.4％改善 44.4％改善

経営健全基準

２０．０ － － －

さつま町水道事業会計 さつま町簡易水道事業会計 さつま町農業集落排水事業会計

※
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性別

めす 272 116,398,000 938,000 427,934 279

301

291

431,477

429,907

675,000

938,000

147,565,000

263,963,000

342

614

去勢

合計

頭数 総せり価格 最高価格 平均価格 平均体重

９月子牛せり市結果　期日：９月７日(水)～８日(木） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

前回比（対８月分）

26,410円安値

 2,386円高値

11,666円安値

11月１日～11月７日は文化財保護強調週間です

　文化財の保存及び活用を推進するため、この週を文化財保護強調週間と定め、全国でさまざまな取り組みがさ

れています。さつま町でも、町民のみなさんに文化財への理解を深めてもらおうと、この期間を含め、以下のイ

ベントを開催します。町の歴史・文化を知る絶好の機会ですので、ぜひお越しください。

○「平成２３年度　宮之城歴史資料センター企画展

　　新発見！さつま町の遺跡　水天向遺跡・虎居町武家屋敷跡発掘調査速報展」

　　期　日　平成２３年９月２４日（土）～１１月２０日（日）

　　場　所　宮之城歴史資料センター

　　時　間　午前９時～午後５時まで（入館は午後４時３０分まで）

　　入館料　高校生・一般　２１０円（１０５円）／人　　小・中学生　１００円（５０円）／人

　　　　　　※小学生以下の未就学児は無料。２０人以上で団体割引料金を適用（内の金額）

○「第５回　旧街道ウォッチング」　　主催:宮之城文化懇談会　　さつま町郷土史研究会

　　日　時　平成２３年１０月２３日（日）　午前９時３０分から正午まで

　　集　合  宮之城文化センター　テニスコート横駐車場

　　内　容　船木～山崎方面の旧街道沿いの史跡巡り。

　　参加費　無料　

　　その他　参加は自由です。バスでの移動を計画しています。

　　　　　　参加希望の方は、宮之城歴史資料センターまでご連絡ください。

お問い合わせ先：宮之城歴史資料センター

              　電話 ０９９６ （５２） ３３４０

　
九
州
各
県
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
践
者
が
一
堂
に
会
し
、
今

後
の
九
州
及
び
鹿
児
島
県
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
動

の
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
年
１
回
九
州
各
県
で
開
催
さ
れ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
今
年
は
、
本
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
興
味
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
会
式
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
無
料
）

・
日
時
　
１１
月
４
日
（
金
）
午
後
１
時
～
午
後
４
時
４５
分

・
場
所
　
薩
摩
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
　
多
目
的
ホ
ー
ル

・
内
容
　
①
鹿
児
島
県
の
民
泊
型
教
育
旅
行
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

　
　
　
　
②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｇ
Ｔ
～
若
き
挑
戦
者
た
ち
～

　
　
　
　
③
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
運
営
団
体
の
自
立
考
察

●
大
交
流
会
（
一
人
３
，
０
０
０
円
）

・
日
時
　
１１
月
４
日
（
金
）
午
後
５
時
～
午
後
７
時

・
場
所
　
薩
摩
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
　
Ｂ
＆
Ｇ
ア
リ
ー
ナ

・
内
容
　
さ
つ
ま
町
、
出
水
市
、
薩
摩
川
内
市
、
伊
佐
市
の
地
元

　
　
　
　
料
理
を
堪
能
で
き
ま
す
。

●
北
薩
摩
ま
る
ご
と
体
験
塾
（
一
人
２
，
０
０
０
円
）

・
日
時
　
１１
月
５
日
（
土
）
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
２
時

・
場
所
及
び
内
容

　
①
さ
つ
ま
町
　
日
本
一
早
い
筍
掘
り
体
験
（
定
員
５０
名
）

　
②
出
水
市
　
ア
イ
ス
、
チ
ー
ズ
、
ピ
ザ
、
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
員
４５
名
）

　
③
薩
摩
川
内
市
　
地
鶏
ち
ゅ
ざ
ら
、
つ
け
あ
げ
作
り
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
員
５０
名
）

　
④
伊
佐
市
　
伊
佐
米
の
稲
刈
体
験
（
定
員
５０
名
）

住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

新
庁
舎
建
設
事
業

町
内
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
躍
！

　
８
月
２９
日
、
新
庁
舎
建
設
の
基

本
設
計
を
一
緒
に
考
え
て
も
ら
お

う
と
、
住
民
参
加
型
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
（
共
同
作
業
）
が
役
場
東

別
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
建
築
関
係
者
や
商
業

者
、
女
性
団
体
な
ど
１１
人
が
参
加
、

設
計
者
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

「
一
台
一
台
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
広

く
し
た
ほ
う
が
い
い
」
「
身
障
者

駐
車
場
は
乗
降
の
際
、
雨
に
濡
れ

な
い
工
夫
が
必
要
」
な
ど
の
意
見

が
あ
り
、
ま
た
庁
舎
内
に
つ
い
て

は
、
「
町
民
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
が

あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
」
「
ト
イ
レ

の
数
が
少
な
い
」
「
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
位
置
が
中
途
半
端
で
は
な
い

か
」
な
ど
、
設
計
原
案
（
た
た
き

台
）
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で

出
席
の
境
野
健
太
郎
鹿
児
島
大
学

助
教
が
「
庁
舎
に
対
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
珍
し
い
取
組
で
、
楽

し
み
に
し
て
い
た
。
今
日
は
多
く

の
意
見
が
出
た
が
、
身
近
な
施
設

と
し
て
次
回
も
色
々
な
角
度
か
ら

多
く
の
意
見
を
お
願
い
し
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災

新
燃
岳
噴
火

屋根復旧工事の様子

高橋屋根工業㈱の皆さんと

太陽光パネルの清掃作業状況

ワークショップの様子

火山灰除去作業後（上段）と作業前（下段）

　
柏
原
地
区
の
㈲
瀬
戸
口
屋
根
工

業
の
社
員
３
人
の
方
が
、
東
日
本

大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
宮
城
県

石
巻
市
に
あ
る
高
橋
屋
根
工
業
㈱

の
応
援
で
被
害
家
屋
の
屋
根
復
旧

工
事
の
た
め
、
８
月
１８
日
か
ら
８

月
３１
日
ま
で
、
石
巻
市
で
復
旧
工

事
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
社
は
、
屋
根
瓦
の
商
品
開
発

で
の
つ
な
が
り
や
本
町
で
も
多
く

の
家
屋
が
被
災
し
た
県
北
西
部
地

震
の
際
に
来
町
さ
れ
、
技
術
的
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
こ
と
が
縁
で
、

応
援
に
行
か
れ
た
そ
う
で
す
。

　
津
波
被
害
で
の
家
屋
の
復
旧
工

事
に
つ
い
て
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な

く
未
知
の
世
界
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
７
月
末
に
現
地
で
打
合
せ
を

行
っ
た
後
に
復
旧
工
事
に
従
事
さ

れ
ま
し
た
。

　
復
旧
工
事
に
従
事
さ
れ
た
方
は
、

午
前
６
時
３０
分
か
ら
午
後
７
時
ま

で
従
事
さ
れ
、
悪
臭
や
ア
ス
ベ
ス

ト
の
漂
う
な
か
、
津
波
に
よ
る
甚

大
な
被
害
状
況
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
心
情
的
に
も
辛
い
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
　

　
し
か
し
、
被
災
地
の
社
員
の
方

々
と
一
緒
に
な
っ
て
屋
根
の
復
旧

工
事
を
行
う
な
か
で
、
復
旧
工
事

の
技
術
は
も
と
よ
り
、
得
る
も
の

が
多
く
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
今

後
の
災
害
復
旧
工
事
に
対
し
、
役

立
た
せ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
本
町
に
立
地
さ
れ
、
液
晶
モ
ニ

タ
ー
周
辺
機
器
・
事
務
機
器
・
そ

の
他
機
械
器
具
等
の
製
造
販
売
を

さ
れ
て
い
る
フ
ォ
ー
ビ
ス
テ
ク
ノ

㈱
社
員
の
方
が
、
新
燃
岳
の
噴
火

に
よ
る
火
山
灰
の
被
害
が
多
い
曽

於
市
の
笠
木
小
学
校
及
び
末
吉
中

学
校
の
屋
上
に
あ
る
太
陽
光
パ
ネ

ル
に
降
り
積
も
っ
た
火
山
灰
の
清

掃
作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
２
月
に
曽
於
市
で
開
催
さ

れ
た
本
町
・
曽
於
市
・
日
置
市
と

の
企
業
交
流
会
が
縁
で
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
清
掃
技
術
を
有
し
て
お
ら

れ
る
同
社
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
清
掃
作
業
を
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
清
掃
後
の
太
陽
パ
ネ
ル
に
つ
い

て
は
、
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い

に
な
り
、
発
電
能
力
も
清
掃
作
業

後
約
１８
％
向
上
し
た
と
の
こ
と
で
、

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
受
領
の
窓
口
は
役
場
町
民

課
（
本
庁
）
に
な
り
ま
す
。

　
町
内
の
方
は
、
県
の
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
を
原
則

利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
町
民
課
町
民
係

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
は
役
場
町
民
課
へ
！

～
鹿
児
島
流
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
学
ぶ
～

今
年
は
本
町
で
開
催
！

九
州
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
九
州
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
９
９
（
２
４
８
）
８
１
８
５

　
　
さ
つ
ま
町
役
場
　
農
政
課
　
農
政
係
（
内
線
２
４
２
２
）
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永野ソフトボールスポーツ少年団

　
永
野
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

歴
史
は
古
く
本
年
度
結
成
４０
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　
永
野
小
学
校
１４
人
、
中
津
川
小
学
校
１
人

の
児
童
で
構
成
さ
れ
、
６
年
生
３
人
、
５
年

生
６
人
、
４
年
生
３
人
、
３
年
生
２
人
、
２

年
生
１
人
の
計
１５
人
で
活
動
さ
れ
、
指
導
者

や
保
護
者
も
少
年
団
Ｏ
Ｂ
だ
っ
た
り
、
親
子
・

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
指
導
者
の
上
祐
輔
さ
ん
（
４０
）
ご
自
身
も

Ｏ
Ｂ
で
、
指
導
暦
１８
年
に
な
り
ま
す
。

　
上
さ
ん
は
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
技
術
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
ル
ー
ル
を
守
り
他
人
に
迷

惑
を
か
け
な
い
人
間
に
な
る
こ
と
」
を
念
頭

に
指
導
を
さ
れ
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
と
お
し

て
、
健
康
な
身
体
と
心
を
つ
く
り
、
あ
い
さ

つ
や
礼
儀
を
身
に
つ
け
、
協
調
性
や
達
成
感

を
味
わ
っ
て
欲
し
い
、
自
分
も
少
年
団
時
代

に
そ
の
よ
う
な
指
導
を
受
け
て
来
ま
し
た
」

と
子
ど
も
達
へ
の
思
い
を
話
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
「
団
結
成
後
４０
年
の
間
に
は
児
童

数
、
団
員
数
の
減
少
な
ど
に
伴
い
存
続
の
危

機
も
あ
り
ま
し
た
が
、
育
成
会
、
地
域
、
Ｏ

Ｂ
な
ど
の
協
力
も
あ
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」
と

周
囲
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
永
野
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
キ
ャ
プ
テ
ン
で
、
永
野
小
学
校
６
年
生
の

小
田
原
海
永
く
ん
は
「
ぼ
く
た
ち
の
少
年
団

は
、
た
す
け
あ
い
な
が
ら
、
が
ん
ば
る
チ
ー

ム
で
す
。
日
々
が
ん
ば
っ
て
き
た
こ
と
を
全

て
出
し
、
３
月
の
県
大
会
で
一
勝
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
４０
周
年
と
い
う
節

目
の
年
に
、
い
い
成
績
が
残
せ
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
。
」
と
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

団
結
成
40
年
の
歴
史
！

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
好
き
に
な
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
楽
し
ん
で
欲
し
い

た
す
け
あ
い
な
が
ら

　
　
　
　
が
ん
ば
る
チ
ー
ム
！

宮
之
城
橋
延
伸
工
事
等
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　
河
川
激
特
事
業
に
よ
る
宮
之
城
橋
延
伸
工
事
等
に
伴
い
国
道
３

２
８
号
及
び
国
道
５
０
４
号
が
片
側
交
互
通
行
、
川
内
川
沿
い
の

町
道
旭
西
新
町
線
が
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

　
交
通
規
制
は
10
月
中
旬
頃
か
ら
来
年
６
月
末
（
予
定
）
で
す
。

　
交
通
規
制
が
行
わ
れ
る
宮
之
城
橋
付
近
に
は
案
内
表
示
板
を
設

置
す
る
と
と
も
に
交
通
誘
導
員
を
配
置
し
て
安
全
対
策
が
図
ら
れ

ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
う
え
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す５０４

３２８

虎
居
地
区

　
　
公
民
館
●

●盈進
　小学校宮之城橋宮之城橋

●さつま町
　役場

通行止め

凡　例

片側交互通行■

■

《今月の現場写真》

■お問い合わせ先■

●国土交通省川内川河川事務所　　℡(0996)22-3271 
　激特事業に関すること　　　　　　　　工務課
　鶴田ダム再開発事業工事に関すること　工事課
　激特事業の工事に関すること　　宮之城出張所
　　　　　　　　　　　　　　　　℡(0996)53-1756

●鹿児島県北薩地域振興局　建設部 
　土木建築課 道路建設第２係 
　　　　　　　　 ℡(0996)23-5151

場所：さつま町神子地先（鶴田ダム）

　現在、鶴田ダム再開発事業のダム堤体上流部右岸側では、仮締切に使用する作業船の発着基地である貯水池仮桟橋工事を

８月に完了しました。（②）　下流部の右岸側では、引き続き増設放流設備のための基礎掘削を行っています。（③）

【お知らせ】鶴田ダム堤頂通行止めを、平成２３年９月５日から行っておりますので、お近くをご利用の際は下記のＵＲＬ

（鶴田ダム管理所ＨＰ)にて確認していただきますようお願いいたします。

　http: / /www.qsr.ml i t .go. jp/ turuta/g1_damaccess/ index.html  

②貯水池仮桟橋②貯水池仮桟橋

③基礎掘削箇所

①Ｈ23.8航空写真①Ｈ23.8航空写真

②Ｈ23.8貯水池仮桟橋②Ｈ23.8貯水池仮桟橋

③Ｈ23.8基礎掘削状況③Ｈ23.8基礎掘削状況
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●８月の火災・救急情報

詳細は、ちくりんスタンプ会まで 　53-1141(町商工会内)

ちくりんスタンプ会イベント情報ちくりんスタンプ会イベント情報
スタンプを貼り終えた台紙に、貼ってご利用ください。
このシールを貼ってある台紙はスタンプシールをプラス
１０枚差し上げます。

スタンプシール

有効期限

平成23年10月31日

プラス

１０枚
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リ 
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グラウンドゴルフ大会
と人吉温泉 (１泊２日の旅)

日時：11月23日(水)

        ～24日(木)

日時：11月23日(水)

        ～24日(木)

日時：11月23日(水)

        ～24日(木)

場所：一勝地温泉「かわせみ」場所：一勝地温泉「かわせみ」場所：一勝地温泉「かわせみ」

台紙２冊と

10,000円

広
　
告

広
　
告

薩摩郡医師会病院診療案内 (H23.7.1～)

＊50歳以上の方は、低線量ＣＴ肺がん検診が、3,150で受診できます！
　　　　　　　　　　　　　　　担当：外川内　(TEL0996-53-0326)

診療科

内　科 神 野

益 崎

緒 方

福 嶋

林 田 平 木林 田 林 田

緒 方 緒 方 緒 方 大 学

益 崎 益 崎

福 岡 早 川

倉 元倉 元 倉 元

堀之内
(第2・第4)

益 崎

神 野 神 野 神 野

花 田 花 田 花 田
交代制

神経内科

救急科

循環器内科

消化器内科

外　科

整形外科

放射線科

月 火 水 木 金 土

福 嶋福 嶋 福 嶋

■広告掲載料　　～広告を掲載しませんか？広告主大募集！～

・広報さつま　１枠 １万円（縦6.0㎝×横8.5㎝）　　　　　　　　　　

・町公用封筒（定型封筒長型３号）１枠３万円（縦10.0㎝×横8.5㎝）　
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２
２
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内
線
２
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○救　急
◆出動件数 　　94件
　運んだ人 　　86人
◆内 訳
　急　病 　53件48人
　交通事故 ８件７人
　その他　 33件31人

○火　災
◆発生件数　0件

【さつま町の行政相談委員】

◆宮之城地区担当　小島　泰秀　　さつま町轟町８番地４　　　　電話５３－２３９６

◆鶴田地区担当　　東郷　光行　　さつま町神子７２０番地８　　電話５９－２６２９

◆薩摩地区担当　　竪山　修啓　　さつま町求名１２５７０番地　電話５７－１５５４

～あなたの悩みごと私たちに話してみませんか～

　毎日の暮らしの中で，国・県・町が行っている仕事への疑問や相談ごとはありませんか。

「行政相談委員」が，次のとおり行政相談所を開設しますので，お気軽にご相談ください。

なお，相談は無料で，秘密は堅く守られます。

※相談委員の担当区域に関わらず，どこの会場でも構いませんのでご相談ください。

※10月以外でも，次のとおり行政相談を実施しますので，お気軽にご相談ください。

（宮之城ひまわり館では，心配ごと相談と一緒に実施します。）

■お問い合わせ先：総務課秘書人事係

　　　　　　　　　 （内線２２１２）

開　催　日 時　　　間 場　　　　所 相談委員

午前１０時～正午

午前　９時～正午

虎居地区公民館(和室)

佐志地区公民館(和室)

山崎地区公民館(和室)

宮之城ひまわり館(相談室)

鶴田支所(１階相談室)

薩摩支所(旧館１階会議室)

東郷　光行

小島　泰秀

竪山　修啓

１０月１７日(月)

１０月１８日(火)

１０月１９日(水)

１０月２０日(木)

１０月２４日(月)

開　催　日 時　　　間 場　　　　所 相談委員

午前　９時～正午

午前１０時～正午 宮之城ひまわり館(相談室)

鶴田支所(１階相談室)

薩摩支所(旧館１階会議室)

東郷　光行

小島　泰秀

竪山　修啓

毎月第３木曜日

２月１３日(月)

【行政相談日程】

　教育委員会文化課では、第７回さつま美術展の作品を募集します。

　「未来のさつま町・さつま町への期待」を表現したテーマ部と、自由課題の自由部の２部門で募集

します。例年力作が揃い、町内の文化の高さを伺わせる美術展です。

　みなさんもふるってご応募ください！

・応募期間（作品の搬入）　平成２３年１０月７日（金）から１１月２５日（金）まで

　　　                    ※審査の日程上、期限厳守でお願いします。

・応募作品　①作品は水彩画、油絵、日本画、ちぎり絵、版画及びその他の絵画とし、作品の大きさ

　　　　　　は次のとおりとします。

　　　　　　　保育所・幼稚園の部及び小学生・中学生の部はＡ３（四つ切り）サイズ以下とし、高

            校生・一般の部は３０号以下のサイズとします。

　　　      ②作品は額装での応募とするが、保育所・幼稚園の園児及び小学生、中学生の作品は、

　　　　　　必要ありません。

　　　　　　③応募作品の出品数は、テーマ作品１人１点・自由作品１人１点までとし、未発表の作

　　　　　　品に限ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・作品の応募方法

　　　　　　①町教育委員会文化課及び鶴田事務所・薩摩事務所まで応募期間中に搬入してください。

　　　　　　②搬入の際は、出品一覧表と作品の下部中央に名札をつけて応募してください。

お問い合わせ・連絡先：教育委員会文化課（内線２５５１・２５５２）
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10
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は
土
地
使
用
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間
で
す

　
土
地
は
、
み
ん
な
の
た
め
の

限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源
で
す
。

将
来
の
子
供
た
ち
の
た
め
、
明

日
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に

も
土
地
の
有
効
利
用
が
大
切
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
土
地
に
つ

い
て
の
関
心
を
高
め
、
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守
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と
国
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を
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う
。
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以
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必
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す
。

　
届
出
は
契
約
を
締
結
し
た
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か
ら
起
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し
て
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週
間
以
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、

土
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場
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買
、
交
換
、
共
有
持
分
の

譲
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な
ど

□
届
出
者
　

　
土
地
の
取
得
者
（
買
い
主
）

※
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚

偽
の
届
出
を
す
る
と
、
６
か
月

以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
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10
月
は
屋
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を
知
る

　
月
間
で
す

　
屋
外
広
告
物
（
看
板
・
壁
面

広
告
等
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は
、
良
好
な
景
観
形

成
・
風
致
の
維
持
・
公
衆
に
対

す
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、

法
律
や
条
例
に
よ
り
規
制
さ
れ

て
い
ま
す
。
看
板
や
壁
面
広
告
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ど
を
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す
る
場
合
は
、
一

部
を
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き
事
前
に
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可
を
受
け

る
必
要
が
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り
ま
す
の
で
、
許

可
基
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確
認
し
、
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を
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て
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だ
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。
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さ
ま
の
ご
理
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と
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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を
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ガ
ス
は
、
便
利
で
私
た
ち
の

生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
が
、
取
扱
い
を
誤
る
と

火
災
や
爆
発
な
ど
の
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

ガ
ス
を
使
う
と
き
は
次
の
点
に

注
意
し
、
ガ
ス
に
よ
る
火
災
や

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◎
ガ
ス
器
具
の
正
し
い
取
り
付
け

　
ガ
ス
こ
ん
ろ
を
柱
や
壁
に
近

付
け
て
使
用
す
る
と
、
木
材
が

炭
化
し
て
低
温
で
も
発
火
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
柱
や
壁
な

ど
か
ら
間
隔
を
取
っ
て
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
ガ
ス
器
具
の
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し
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取
り
扱
い

　
ガ
ス
機
器
を
点
火
し
た
と
き

は
、
必
ず
火
が
つ
い
た
か
ど
う

か
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

い
っ
た
ん
火
を
つ
け
た
ら
絶
対

に
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
ま
た
ど

う
し
て
も
離
れ
る
場
合
は
短
時

間
で
あ
っ
て
も
必
ず
火
を
消
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
ガ
ス
漏
れ
に
気
付
い
た
時
の

注
意
点

　
ガ
ス
漏
れ
に
気
付
い
た
時
は
、

ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
、
窓
を
開

け
て
空
気
の
入
れ
換
え
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
そ
の
際
、
換
気
扇
、

電
灯
等
の
ス
イ
ッ
チ
や
コ
ン
セ

ン
ト
プ
ラ
グ
に
は
触
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
火
花
が
発
生
し
、

爆
発
を
起
こ
す
危
険
が
あ
り
ま

す
。

行 政 相 談 週 間

さ つ ま 美 術 展 作 品 募 集 ！
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農事組合法人

農場長

鹿児島リーフ

町長交際費執行状況

(８月分)

・８月２日

訴訟関係協議時 

2,216円

・８月３日

立地企業役員との意見
交換会時 

29,205円

・８月３日

地域雇用創造推進事業
ヒアリング時 

2,500円

・８月６日

青森県鶴田町ねぶた囃
子方来町時

32,550円

・８月10日

鶴宮３区連絡協議会時

3,335円

・８月18日

第７回さつま町人権啓発
フェスティバル時

2,180円

・８月８日

香典（故西囿喜信氏（公
民会行政連絡員，水道メ
ーター検診員）

10,000円

町
長
コ
ラ
ム

「
さ
つ
ま
町
」
が
誕
生
し
て
早

く
も
６
年
半
が
経
過
し
た
。
県

内
96
市
町
村
か
ら
43
市
町
村
へ

と
半
数
以
下
に
な
り
、
そ
れ
に

伴
っ
て
合
併
市
町
村
名
も
新
し

く
変
わ
り
、
今
だ
も
っ
て
そ
の

町
の
位
置
的
な
存
在
感
、
イ
メ

ー
ジ
が
パ
ッ
と
わ
か
な
い
。
我

が
町
に
と
っ
て
も
「
さ
つ
ま
」

や
「
薩
摩
」
を
使
っ
て
い
る
市

町
村
や
農
協
が
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
わ
か
り
に
く
い
よ
う
だ
。

今
回
、
甲
子
園
を
目
指
し
て
大

活
躍
を
し
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
と

な
っ
た
「
薩
摩
中
央
高
校
野
球

部
」
は
町
民
に
大
き
な
感
動
と

夢
を
与
え
て
存
在
感
を
発
揮
し

て
く
れ
ま
し
た
が
、
県
民
の
中

か
ら
「
ど
こ
に
あ
る
高
校
な
の

？
」
と
い
う
声
を
あ
ち
こ
ち
で

聞
い
た
。
「
さ
つ
ま
町
」
と
同

じ
く
、
い
ず
れ
も
旧
町
名
を
名

乗
っ
た
ら
「
あ
ゝ
そ
う
か
！
」

と
納
得
さ
れ
る
。
さ
つ
ま
町
は

ど
こ
に
も
負
け
な
い
素
晴
ら
し

い
資
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。

山
・
川
・
里
の
美
し
い
自
然
や

温
泉
資
源
、
四
季
折
々
の
豊
富

な
農
林
水
産
物
、
古
い
歴
史
と

伝
統
文
化
、
住
む
人
々
の
温
か

な
人
情
等
々
。
こ
れ
ら
を
対
外

的
に
い
か
に
情
報
発
信
し
て
、

さ
つ
ま
町
の
存
在
感
を
高
め

「
訪
れ
た
い
町
」
に
、
で
き
れ

ば
「
住
み
た
い
町
」
に
し
て
い

き
た
い
。
そ
う
い
う
思
い
か
ら

県
内
外
で
の
物
産
展
で
「
薩
摩

の
さ
つ
ま
」
の
売
り
出
し
、
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
町
づ
く
り
で

誘
客
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

て
の
発
信
、
そ
の
中
で
も
一
番

大
き
い
の
は
、
町
民
の
皆
様
が

町
の
魅
力
に
気
付
き
自
信
を
持

っ
て
町
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

た
だ
く
、
そ
れ
が
町
づ
く
り
の

原
動
力
に
な
っ
て
い
く
と
確
信

し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
「
さ

つ
ま
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
思
え
る
町
づ
く
り
に
懸
命
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日
髙
政
勝

さ
つ
ま
町
の
存
在
感
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がんばれ 認定農業者!!　シリーズ65

　農事組合法人鹿児島リーフは平成４年に設立され、

平成７年３月に認定農業者として認定されました。

　現在、冠婚葬祭の装飾に使用する、スマイラックス

やアイビーなどを生産されています。

　こちらで生産されたスマイラックスは、過去に市川

海老蔵さんと小林麻央さんの結婚披露宴にも使用され

たことがあるそうです。

　農場長の日髙克己さんは、「温度管理や病害虫、台

風などには気を遣うが、生産した切花をブライダル会

場などで使用してもらい、喜んでもらえたらこちらも

嬉しい」と魅力を話されます。

　今後は「品質の向上に努めながら、多様化するニー

ズに応えられるような商品作りをしていきたい」と抱

負を話してくださいました。

日 髙 克 己 さん 46歳

ひ だ か か つ み

町長の動静 （平成23年８月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

●
健
康
診
査
日
程

　
　
　
　
【
10
・
11
月
分
】

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児
健
診

　
　
　
　
（
Ｈ
22
．
２
生
）

　
１０
月
１９
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児
（
Ｈ
20
．
８
生
）
健
診

　
１０
月
２６
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
児
健
や
か
健
康
相
談

　
　
　
　
（
Ｈ
21
．
10
生
）

　
１１
月
１０
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
前
９
時
３０
分

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
６
か
月
児
健
診

　
　
　
　
（
Ｈ
21
．
４
生
）

　
１１
月
１０
日
（
木
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
育
児
相
談

　
１１
月
１１
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
前
１０
時
受
付

　
（

宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
３
生
）
育
児
相
談

　
１１
月
１１
日
（
金
）

　
午
後
１
時
～
午
後
１
時
３０
分

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
６
生
）
健
診

　
１１
月
９
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

　
１０
月
１７
日
（
月
）

　
１１
月
１４
日
（
月
）
　

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
、
印
鑑
を
お
持

ち
の
上
、
ご
夫
婦
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　
１０
月
１９
日
（
水
）

　
１０
月
２６
日
（
水
）

　
１１
月
１０
日
（
木
）
　

　
午
後
３
時
～
午
後
４
時
受
付

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
総
合
健
康
相
談

　
１１
月
１
日
（
火
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
子
宮
・
乳
房
・
骨
粗
鬆
症
検
診

　
１１
月
４
日
（
金
）

　
１１
月
５
日
（
土
）

　
１１
月
７
日
（
月
）

　
１１
月
８
日
（
火
）
　

　
午
前
受
付
　
８
時
３０
分
～
９
時

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
午
後
受
付
　
０
時
３０
分
～
１
時

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
楽
々
健
康
ウ
ォ
ー
ク

■
湯
の
香
ぬ
く
も
り
コ
ー
ス

　
１０
月
９
日
（
日
）
午
前
７
時

　
宮
之
城
温
泉
街
出
発

■
黄
金
の
稲
穂
コ
ー
ス

　
１０
月
２２
日
（
土
）
午
前
７
時

　
佐
志
地
区
公
民
館
出
発

●
心
配
ご
と
相
談
所

■
毎
週
木
曜
日

　
午
前
１０
時
～
正
午

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
　 

　

　
　
（
５２
）
１
１
２
３

●
今
月
の
納
税
な
ど

　
町
県
民
税
第
３
期

　
国
民
健
康
保
険
税
第
４
期

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
４
期

　
介
護
保
険
料
第
４
期

　
　
【
納
期
限
　
１０
月
３１
日
】

●
年
金
相
談

（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

　
年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
「
移
動
年

金
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

年
金
相
談
は
、
予
約
制
で
す
の

で
年
金
の
請
求
手
続
き
及
び
質

問
や
相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
１０
月
１９
日
（
水
）
ま
で
に

相
談
者
氏
名
・
基
礎
年
金
番

号
・
相
談
内
容
等
を
役
場
本
庁

町
民
課
町
民
係
ま
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
相
談
に
は
、
本
人
確
認
書
類

（
免
許
証
等
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
代
理
の
場
合
は
委
任

状
が
必
要
で
す
。

○
相
談
日
時

　
平
成
２３
年
１０
月
２７
日
（
木
）

　
午
前
９
時
４０
分
か
ら
午
後
３

　
時
ま
で

○
相
談
会
場

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

○
申
込
期
日
　
平
成
２３
年

　
１０
月
１９
日
（
水
）
ま
で

○
申
込
先
　
本
庁
町
民
課
町
民

　
係
（
内
線
２
１
２
５
）

●
川
内
年
金
事
務
所
で
も
予
約

年
金
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
川
内
年
金
事
務
所
で
は
、
移

動
年
金
相
談
の
ほ
か
、
川
内
年

金
事
務
所
で
の
予
約
制
に
よ
る

年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
相
談
希
望
日
、
相
談
者
氏

名
・
基
礎
年
金
番
号
・
相
談
内

容
等
を
川
内
年
金
事
務
所
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
毎
月
第
２
土
曜
日
は

週
末
相
談
日
と
な
っ
て
お
り
、

午
前
９
時
３０
分
か
ら
午
後
４
時

ま
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
川
内
年
金
事
務

所
　
電
話
（
２３
）
２
０
１
３

●
国
民
年
金
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
！

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎
月

の
保
険
料
を
翌
月
の
末
日
ま
で

に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る

と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎

年
金
の
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
万
一
の
と
き
に
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
便
利
で
安
心
な
口

座
振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し

ま
す
。
口
座
振
替
の
な
か
に
は

割
引
の
あ
る
お
得
な
振
替
方
法

（
早
割
・
一
年
前
納
・
半
年
前

納
）
も
あ
り
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
方
法
は
、
口
座

振
替
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
（
金
融
機
関
の
届
出

印
）
し
て
金
融
機
関
窓
口
に
提

出
し
て
い
た
だ
く
か
、
川
内
年

金
事
務
所
に
提
出
（
郵
送
可
）

し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
１
日

　
　
２
日

　
　
３
日

　
　
４
日

　
　
５
日

　
　
７
日

　
　
８
日

　
　
９
日

　
　
10
日

　
　
11
日

　
　
14
日

　
　
17
日

　
　
18
日

　
　
19
日

　
　
20
日

　
　
22
日

　
　
23
日

　
　
24
日

　
　
25
日

　
　
26
日

　
　
27
日

　
　
29
日

　　
　
30
日

　
　
31
日

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
日
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

農
業
委
員
会
初
総
会 

▽
三
役
調
整
会
議

農
業
委
員
会
新
会
長
と
の
意
見
交
換
　
▽
鹿
児
島
銀
行
宮
之
城
支
店
長
と
の
意
見
交
換

中
種
子
町
青
少
年
交
流
受
入
式
　
▽
立
地
企
業
と
の
意
見
交
換
会

地
方
自
治
振
興
促
進
懇
談
会
　
▽
県
町
村
会
臨
時
総
会
　
▽
県
土
改
連
総
会

市
町
村
長
防
災
研
修
会
　
▽
市
町
村
政
研
修
会
　
▽
町
政
座
談
会
（
紫
尾
区
公
民
館
）

町
夏
祭
り

青
森
県
鶴
田
町
来
庁
　
▽
鹿
児
島
信
用
金
庫
理
事
長
と
の
意
見
交
換

川
西
薩
地
域
振
興
協
議
会
に
よ
る
県
北
薩
地
域
振
興
局
長
へ
の
要
望

町
政
座
談
会
（
中
津
川
区
公
民
館
）

百
歳
訪
問
　
▽
奥
薩
摩
水
と
緑
の
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
総
会
　
▽
鶴
宮
３
区
連
絡
協
議
会

川
薩
畜
産
共
進
会
３
者
協
議
会
総
会
ほ
か
　
▽
永
野
区
役
員
と
の
意
見
交
換

入
札

白
男
川
区
夏
祭
り

大
規
模
な
災
害
時
の
応
援
に
関
す
る
協
定
調
印
式
（
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
）

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
激
励
品
贈
呈
式

宮
之
城
郷
仮
屋
跡
、
盈
進
館
、
厳
翼
館
跡
の
石
碑
建
立
の
除
幕
式

町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
▽
町
政
座
談
会
（
久
富
木
区
公
民
館
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
鹿
児
島
県
大
会

公
立
高
校
定
員
に
関
す
る
協
議
（
県
高
校
教
育
課
）

ア
ル
テ
ン
ハ
イ
ム
鶴
宮
園
夏
祭
り

川
西
薩
地
域
振
興
協
議
会
に
よ
る
県
知
事
へ
の
要
望

県
森
林
組
合
連
合
会
総
会
　
▽
町
国
保
運
営
協
議
会

県
ダ
ム
発
電
協
議
会
に
よ
る
民
主
党
県
連
へ
の
要
望

脱
原
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
と
の
意
見
交
換
　
▽
広
島
県
町
村
会
行
政
視
察
対
応

町
政
座
談
会
（
白
男
川
区
公
民
館
）

北
薩
森
林
組
合
総
代
会
　
▽
鶴
田
ダ
ム
再
開
発
事
業
現
場
視
察
（
国
交
省
説
明
）

第
２
回
川
薩
地
域
医
療
協
議
会

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
被
害
状
況
調
査
支
援
協
力
に
関
す
る
協
定
書
締
結
式
（
測
量
協
会
）

町
水
道
運
営
委
員
会
　
▽
町
政
座
談
会
（
柏
原
区
公
民
館
）

薩
摩
中
央
高
校
、
宮
之
城
高
校
、
宮
之
城
農
業
高
校
３
校
同
窓
会

ふ
く
し
園
夏
祭
り
　
▽
生
ビ
ー
ル
祭
り
（
湯
田
）

入
札
　
▽
道
路
愛
護
県
知
事
表
彰
授
与
式
（
栗
野
公
民
会
）

県
河
川
・
頭
首
工
整
備
に
関
す
る
要
望
（
県
土
木
部
長
・
農
政
部
長
・
農
業
土
木
技
監
）

新
庁
舎
建
設
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議

県
水
源
林
造
林
協
議
会
総
会
　
▽
町
政
座
談
会
（
泊
野
区
公
民
館
）

町
畜
産
品
評
会
（
薩
摩
地
区
）
　
▽
地
域
公
共
交
通
会
議

町
政
座
談
会
（
佐
志
区
公
民
館
）



ソース工房エンジェルハウス

　
ソ
ー
ス
工
房
エ
ン
ジ
ェ
ル
ハ
ウ

ス
は
、
本
年
１
月
に
発
足
し
、
現

在
５
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
主
に
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
（
さ
つ
ま

の
か
ほ
り
）
や
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
、

ヨ
ー
グ
ル
ト
ソ
ー
ス
な
ど
を
作
ら

れ
、
農
産
物
販
売
所
や
温
泉
施
設

な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
頃
は
、
県
内
外
の
デ
パ
ー
ト

の
ギ
フ
ト
商
品
と
し
て
の
注
文
も

あ
る
そ
う
で
す
。
　

　
加
工
さ
れ
る
原
材
料
に
は
、
あ

え
て
町
内
産
農
産
物
に
こ
だ
わ
り
、

こ
れ
ま
で
規
格
外
品
と
し
て
処
分

さ
れ
て
い
た
農
産
物
な
ど
を
積
極

的
に
利
用
さ
れ
、
農
家
と
の
連
携

ドレッシング「さつまのかほり」は、
さつま町の風土の香り、果実の香りな
ど色々な魅力のある、さつま町を町外
に発信したくてネーミングしました。
地元産の農産物を様々な組み合わせで
作る、加工の面白さは魅力です。これ
からも「体の健康」「食の健康」を目
指して活動していきたいです。

６次産業化を推進！

農産加工グループ紹介⑥

代表者　杉 田 昌 美 さん
に
も
努
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
外
で
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
お
客

さ
ん
に
必
ず
試
食
を
し
て
も
ら
い
、

町
内
産
の
原
材
料
を
使
用
し
て
い

る
こ
と
を
伝
え
て
納
得
の
う
え
購

入
し
て
も
ら
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
代
表
の
杉
田
さ
ん
は
「
試
食
を

さ
れ
た
お
客
さ
ん
か
ら
『
お
い
し

い
』
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
時
は

う
れ
し
い
で
す
ね
『
や
っ
て
て
良

か
っ
た
』
と
思
う
瞬
間
で
す
」
と

魅
力
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

地元産にこだわり、規格外農産物にも光を！

1歳で～す
毎月１番最初に
　生まれた赤ちゃん

平成２２年１０月４日生

くん

れ ん とな か の

中野蓮斗

大野 公民会

両親から一言

父　美智生　さん
母　香　織　さん

笑顔の絶えない
やさしいお兄ちゃんに
　　　　　なってね！

平
　
田
　
乃
　
愛
　
　
哲
　
也
　
五
日
町

丸
　
山
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８
月
16
日
～
９
月
15
日
届
出
分
（
19
人
）
　敬
称
略

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

８
月
16
日
～
９
月
15
日
届
出
分
（
34
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
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な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
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睡眠と生活習慣病 ～睡眠はなぜ大切？～

　睡眠は、肉体的・精神的な疲れをとるために欠かせません。ところが、厚生労働省が実施した「平成
２１年国民健康・栄養調査」によると、成人の２割が「睡眠で休養がとれていない」と回答しています。
　また、平成１８年社会生活基本調査によると日本人の睡眠時間は、減少傾向にあります。
睡眠不足は心身の健康バランスを崩し、生活の質に大きな影響を与えます。睡眠による休養は、食事や
運動とともに健康的な生活を支える大切な要素です。質のよい眠りのために、生活習慣を見直し、睡眠
環境を整えましょう。
　昼間に活発に働く大脳は、眠りによって休息します。体内の細胞分裂が盛んになり、免疫細胞が体内
を点検するのも眠っている間です。このようなメンテナンス作業が睡眠不足によって滞ると、疲れがた
まって集中力がなくなります。
　睡眠不足が糖尿病や高血圧を悪化させる要因の一つになることも近年わかってきています。

□睡眠時間が不規則

□昼間、眠くて仕方がない

□夕食の時間が遅い

□残業をすることが多い

□睡眠薬代わりに寝酒を飲んでいる

□週末に寝だめをしている

こ
ん
な
心
あ
た
り
は

　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
か
？

チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
多
い
ほ

ど
要
注
意
！

今
す
ぐ
見
直
し
と
改
善

を
！

快適な睡眠を得る生活習慣のポイント

①規則的な運動習慣

②朝食はしっかり・夕食は腹八分目

③睡眠時間にこだわらない

④夕食後のコーヒーや寝酒を避ける

⑤毎日朝日を浴びて体内時計を整える

⑥昼寝は短く(１５～２０分)
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広報さつま９月号の９ページの

「新農業委員の紹介」コーナーの記載事項に下記のよ

うな誤りがありました。訂正してお詫びいたします。

　　　　　記

最上段左から２人目、米丸純男さんの担当

　誤　柏原(大願寺、下京塚原、市場、小路下手)

　　　　　　　　　↓

　正　柏原(大願寺、下京塚原、京塚原)　

◆お詫びと訂正◆

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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　２日　いむた薬局　　　３１－８２２８

　９日　青空薬局　　　　５２－０１０１

１０日　ウチ薬局　　　　５３－００６３

１６日　タバタ薬局　　　２１－３３４４

２３日　とどろ薬局　　　５２－２５２５

３０日　さし薬局　　　　２１－３６１０

　３日　祁答院薬局　　　２１－８０８５

　６日　みやんじょ薬局　５２－４６５０

１３日　青空薬局　　　　５２－０１０１

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　23,871人（- 16人） 

　男　　10,991人（- 12人）

　女　　12,880人（-  4人）

    世帯数　9,942世帯

 転入    46人　転出   49人

 出生　  20人　死亡   33人

 （平成23年９月１日現在）

     （　）は前月対比

　２日　宮之城病院　　　　　５３－０１８０

　９日　薩摩郡医師会病院 　５３－０３２６

１０日　林田内科　　　　　　５３－１１７７

１６日　海江田医院　　　　　５３－０００６

２３日　小緑内科　　　　　　５２－１６７６

３０日　てらだ内科クリニック　 ２１－３２３２

　３日　クオラリハビリテーション病院　 ５３－１７０４

　６日　木原医院　　　　　　５２－２７００

１３日　薩摩郡医師会病院　 ５３－０３２６

く ら も と た く み

蔵 元 拓 弥 くん

歌で心をすくいたい！
ぼくの夢は、テレビに出るような歌手になることです。歌が好き

なのはもちろんですが、東日本大震災の時に歌手の人たちが、被

害に遭った人たちの所に行ってボランティアで歌を歌っていまし

た。そのときに歌手の人も被害にあった人たちも一緒に泣きなが

ら歌っていたのを見て、歌手になりたいと強く思うようになりま

した。簡単には歌手にはなれないと思いますが、歌で人の心を安

心させてあげられるようにがんばっていきたいと思います。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

10　月

11　月

10　月

11　月

中津川小学校６年
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